


主役はあなた参加しよう政治。

、己己曹、ぞえ
合膏曹三 J回rs
手名4~ :;J. 

EスE歩主E日企缶ド_.........
品、ι聞PJYI、夫U~Z

長崎県議会議員補欠
明日の長崎県。一票が決める、

、

投票日

F 

~ 

午前ア時~午後6時

、

投
票
で
き
る
入

7壬期満7による長崎呉炉事選挙と

長崎4異議会議員補欠選挙(え材Jti選挙IR、選挙すべき議員数守人)が

2月22日(B )に千テわれます O

寺ムたぢにとって、今後の島正文を任せる人を選ぶ身近な選挙です O

宥権者一人ひとりがルーノレを守って、棄権することなく、

セれなく投票しましょう D

年
齢
要
件

昭
和
日
年

2
月
お
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
(
そ
の
日
が
誕
生
日

の
人
も
含
み
ま
す
)

住
所
要
件

平
成
9
年
日
月
ロ
日
ま
で
に
大

村
市
に
転
入
の
届
け
出
を
し
、

引
き
続
き
大
村
市
内
に
居
住
し

て
い
る
人

転
入
さ
れ
た
人

平
成

9
年
日
月
日
日
以
降
、
県

内
か
ら
転
入
さ
れ
た
人
は
前
住

所
地
に
お
い
て
、
知
事
選
挙
の

投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、
前
住

所
地
で
投
票
す
る
か
、
前
住
所

地
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
投
票

用
紙
を
請
求
し
て
、
大
村
市
で

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
こ

の
場
合
、
前
住
所
地
の
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
必
要
で
す
し
、
ま
た
大
村
市

の
市
民
課
で
「
引
き
続
き
住
所

を
有
す
る
旨
の
証
明
書
」
(
無

料
)
の
発
行
を
受
け
て
く
だ
さ

( 

転
出
さ
れ
る
(
さ
れ
た
)
人

平
成

9
年
目
月
辺
日
以
降
、
県

内
ヘ
転
出
さ
れ
た
人
で
、
新
住

所
地
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
ず
、
同
一
市
町
村
に
引
き
続

き
住
ん
で
い
る
人
は
、
大
村
市

に
お
い
て
知
事
選
挙
、
県
議
補

欠
選
挙
の
投
票
が
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
も
大
村
市
の
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
必
要
で
す
し
、
転
出
地
の
市

町
村
で
「
引
き
続
き
住
所
を
有

す
る
旨
の
証
明
書
」
の
発
行
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。
大
村
市
選

挙
管
理
委
員
会
ヘ
投
票
用
紙
を

請
求
し
て
、
転
出
先
で
不
在
者

投
票
も
で
き
ま
す
。

2 

代
理
投
票
・
点
字
投
票

身
体
の
障
害
や
文
盲
な
ど
の
た

め
、
投
票
用
紙
に
候
補
者
の
氏

名
を
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
人

は
代
理
投
票
(
投
票
事
務
従
事

者
が
本
人
に
代
わ
っ
て
書
く
こ

と
)
が
で
き
ま
す
の
で
、
投
票

所
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
視
力
に
障
害
が
あ
る
人
で

点
字
で
投
票
す
る
人
も
、
投
票

所
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。



不
在
者
投
票

投
票
日
に
次
の
よ
う
な
理
由

で
投
票
所
で
投
票
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
人
は
、
不
在
者
投
票

を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

①
投
票
区
の
区
域
外
で
、
仕
事

な
ど
に
従
事
す
る
場
合

②
旅
行
な
ど
で
市
外
ヘ
行
く
場

合③
出
産
や
病
気
な
ど
に
よ
る
場

ム口④
県
内
の
他
の
市
町
村
ヘ
最
近

転
出
し
、
転
出
先
の
市
町
村
に

引
き
続
き
居
住
し
て
い
る
場
合

不
在
者
投
票
を
行
う
場
合

は
、
印
か
ん
と
入
場
券
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

いい盟国

不
在
者
投
票
の
場
所

大
村
市
選
挙
管
理
委
員
会
(
市

役
所
別
館
1
階
)

~ ) ~ )顔

期
間
お
よ
び
時
間

2
月
5
日
制

l
幻
日
目
、
午
前

8
時
初
分
;
午
後
5
時
(
た
だ

し
、
県
議
会
議
員
補
欠
選
挙
に

つ
い
て
は

2
月
日
日
が
告
示
日

で
す
の
で
、
両
選
挙
の
不
在
者

投
票
が
で
き
る
の
は

2
月
日
日

か
ら
と
な
り
ま
す
)

~)~寸詣

重
度
の
身
体
障
害
者
の
人

は
郵
便
投
票
の
ご
利
用
を

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
、

戦
傷
病
者
手
帳
を
有
し
、
体
に

重
度
の
障
害
が
あ
る
人
は
、
郵

便
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
自
分
で
文
字
が

書
け
る
人
に
限
り
ま
す
。

こ
の
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投

票
を
す
る
人
は
、
あ
ら
か
じ
め

選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
郵
便
投

票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。
証
明
書
の
有
効
期
間

は
4
年
間
で
す
。
有
効
期
間
が

過
ぎ
て
い
る
人
は
、
早
め
に
交

付
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
郵
便
に
よ
る
投
票
を

す
る
人
は
、
投
票
用
紙
等
の
請

求
書
に
郵
便
投
票
証
明
書
を
添

付
し
、
投
票
日
の

4
日
前
ま
で

に
選
挙
管
理
委
員
会
ヘ
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。

郵
便
投
票
が
で
き
る
人

①
身
体
障
害
者
手
帳
を
有
す

る
、
両
下
肢
・
体
幹
・
移
動
機

能
障
害
の

1
級
も
し
く
は

2
級

の
人
。
ま
た
は
、
心
臓
・
腎

臓
・
呼
吸
器
・
ぼ
う
こ
う
・
直

腸
・
小
腸
障
害
の

1
級
も
し
く

は
3
級
の
人

②
戦
傷
病
者
手
帳
を
有
す
る
、

両
下
肢
・
体
幹
障
害
の
特
別
項

症
か
ら
第

2
項
症
の
人
。
ま
た

は
、
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
・

ぼ
う
こ
う
・
直
腸
・
小
腸
障
害

の
特
別
項
症
か
ら
第
3
項
症
の

人③
そ
の
ほ
か
、
知
事
が
書
面
で

証
明
し
た
人

船
員
の
「
選
挙
人
名
簿
登

録
証
明
書
」
を
交
付
さ
れ

て
い
る
人
へ

投
票
日
当
日
(
不
在
者
投
票

の
際
も
)
入
場
券
と
一
緒
に
必

ず
「
選
挙
人
名
簿
登
録
証
明
書
」

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の

証
明
書
の
提
示
が
な
い
場
合
、

、

票
当日

午後7時30分から

開

F 

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。な

お
、
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
、

早
め
に
選
挙
管
理
委
員
会
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成

9
年
度

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
県
審
査
入
選

西
大
村
中
学
校
2
年
生

石
橋

里
恵
さ
ん
の
作
品

市民体育館

選挙についての
問い合わせば・.. 

~ 、

ーー一--

票
を
:

選挙管理委員会事務局

853-4111 (代)
内線340

一 3



国
投票所入場券
投票所入場券は、 2月10日ごろ郵送する予定です。なお、 最近市

内で転居された人は、選挙人名簿の移し替えができない人もあり
ます。 入場券をよく確かめてからお出かけくださ~ '10 

投票所入場券をなくしたら…
選挙当日、ご自分の投票区の投票所に出かけ、係員に申し出てく

ださ Poその場で入場券が再発行され、すぐ投票できます。

第 1投票所・今村公民館

園¥、、
今・子中島商庖

!?/ 
ス :.:!宮苗皇ハヲ信

品志孟ト、干亭岳山リー一日
--...::ミご雪辱 ~ ， 

r 
県道 月

大村貝j章線 1 
-~---- ~~-ュー=:....-:;=;-::.~-::二~~~=-':::;.?-7.:土ごご二てよミニロ 至諌早

J着陸パスf苧

第6投票所・市民体育館

-園芸高校

第11投票所・福祉センター

三三三3首仁三三
消防署 .. ・・・
水道部 ・恒三 =~~# 

~__ -==----"'r一 ・向陽高校

一』一寸一一

一 二 ニ二--_.-寸一一ニ一一一二

第 2投票所・三浦出張所

f 日
J 浄土

日

ス
{亭

iL〆
陵町

hl
パ
，リ

r

¥

t

J
d
 

‘1
v

l

l
 

ψー
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第7投票所・大村幼稚園

大村公園

第12投票所・医師会館

ガソリン d

スタンド
至佐世保 ー !j 国道34号 至長崎

ミヘ ・・・ t戸".
パールレーン・ ¥¥圃 ι〆 第

¥Jdr 面、k 〆J 刷

d〉で

第3投票所・鈴田出張所

_r，事
♂-~~戸ヂ 草

鈴田小学校二，戸~!l・;・農協 ;事

;・ 1号

;1 T 

-市役所

第 8投票所・市立図書館

大村駅 l

時 -
ス ・ 1" ・市民会館
一ミナル ;

F日本経寺 r 

第 4投票所・上久原公民館

池四
国

館

肝

問

自

H
H
ロ

i
u
u
u
H
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i
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i

一
円

j
1
h
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空
一一一
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漂

精
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u
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和

F
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-
-
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第

間

一
.
東
大
村
小
学
校

公
E

4 

第5投票所・木場公民館

旭が丘ストア

〆岡戸エ長 〒 主 ζ〈二て

~I 語 l
l 局 t;

、学校 ノ u 

/SJ J 

第10投票所・柴田公民館

.照零熔
富松神社 一 ~ 目長安寺

田ム ) 
J 〆 二三こ~一 一 一

巴二草~ 一一 一一 .'\\~..-. ...-~-""二一一

ー - t 一一次村駅四E

至佐出正一 一 一一
中事一 一一=一一戸二Zこー!?4 tzェ

第15投票所・松並2丁目公民館



行かなきゃ閏闘に参加しなきゃ政治に

第26投票所・萱瀬ダム記念会館

• 

至長崎
国道34号

第28投票所・松原出張所

置撞謹堕E也監蓋墨・

第21投票所・大村子供の家

至
竹
松
駅

第16投票所・放虎原小学校体育館

-市立病院
• 堀内 . 

モ--:;ースE歯科医院
.1・ 国道34号

至佐世保 2原口
バス停

至長崎
太洋食品 ・

第22投票所・竹松出張所

• 
〒竹松郵便局
歴 三里亘書臨

至佐世保 2・親和銀行
竹松支庖

第 17投票所・西大村地~コミセン

-
上
回
小
児
科
医
院

第18投票所 ・池田新町公民舘

空
原口
1¥スf亭

夫妻厚2

第23投票所・富の原小学校体育館
国道34号

2宮の原入口
ハス信

児童体育館・

第24投票所・宮小路公民館

至佐世保

実天神社12

2 I 至長崎

/、宮

f亭路

-与那域
医院 公園

第25投票所・葺瀬出張所

有 E園
出E ・保育園

神

-萱瀬中学校

第19投票所 ・植松公民館

見~也ーも

至佐世保 E ・異人堂 国道34号 至長崎

第20投票所・竹松アパート集会所

日

Fm
A
』果選ん

・
協
か

農
み

話立三孟主主顎

第14(西大村本町公民館)、第15(松並2丁目公民館)、第16(放虎原小学校体育館)が投票所となる区

域(町名)については今回から変更があっております。

投票区 区域(行政委員区域町名および寮などで表示しています)

第14
古町 2丁目西、中央町、松並第 1アパート、松並 1丁目、西大村本町第 1、西大村本町第 2、
陸上自衛隊大村部隊、大村部隊第 4施設、光と緑の園

第15 松並 2丁目

第16 桜馬場第 1、桜馬場第 2、古賀島町東、古賀島町西、市立病院職員寮、市立病院、野上寮

-5-



新
春
恒
例
の
消
防
出
初
式
が
、

1

月
8
日
開
催
さ
れ
、
市
民
会
館
で
の

式
典
を
皮
切
り
に
、
分
列
行
進
、
放

水
演
習
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
消
防
団
、
消
防
署
、

自
衛
消
防
隊
の
総
勢
6
8
0
人
で
、

消
防
車
両
な
ど
お
台
が
集
ま
り
、
式

典
で
は
、
永
年
勤
続
団
員
や

一
般
協

力
者
、
無
火
災
分
固
な
ど
の
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

市
中
行
進
で
は
、
沿
道
か
ら
小
旗

を
持
っ
た
人
達
の
声
援
を
う
け
、
団

員
た
ち
は
さ
っ
そ
う
と
行
進
し
ま
し

た
。締

め
は
、
大
上
戸
川
で
の
全
分
団

に
よ
る

一
斉
放
水
演
習
で
、
「
火
災
が

発
生
し
ま
せ
ん
よ
う
に
」
と
祈
り
を

こ
め
て
行
わ
れ
、
防
災
へ
の
決
意
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
、
次
の

皆
さ
ん
で
す
。
(
敬
称
略
)

県
知
事
表
彰

(
永
年
勤
続
功
労
賞
)

西
川
正
人
、
黒
田
洋

一
郎
、
朝
長
嘉
裕

県
消
防
協
会
長
表
彰

(
特
別
有
功
章
)

今
里
智
明
、
山
川
邦
夫
、
原
博
文
、
山

本
英
樹
、
岩
坂
俊
雄
、
松
尾
修
三

(
有
功
章
)
楠
本
一
明
治
、
一
瀬
和
義
、

貞
苅
恒
広
、
福
田
裕
二
、
今
川
徹
夫
、

中
里
利
彰
、
中
山
利
隆
、
岡
山
和
則
、

佐
藤
元
治
、
尾
崎
国
洋
、
山
本
満
正
、

測
賢
三
、
富
永
政
巳
、
末
松
朗
、
溝
口

繁
男
、
井
手
隆
次
、
中
村
久
男
、
井
上

義
光
、
立
日
琴
忠
雄
、
笠
寺
幸
雄
、
田
中

正
明
、
山
下
政
幸
、
宮
崎
一
二
行
、
杉
本

克
茂
、

(
初
年
精
続
章
)

坂
本
義
孝
、

田
中
武
、
岩
崎
祥

一
、
藤
崎
義
則
、
野

口
好
之
、
井
手
隆
次
、
音
琴
忠
雄
、
杉

本
克
茂
、

市
長
表
彰

(
お
年
勤
続
章
)
前
川
輿

(
お
年
勤
続
章
)
朝
長
嘉
裕
、
西
川
正

人
、
黒
田
洋

一
郎

元
年
勤
続
章
)
吉

田
義
春
、
楠
本
秀
信
、
今
川
徹
夫
、
岡

山
和
則
、
佐
藤
元
治
、
富
永
政
巳
、
末

松
朗
、
田
中
正
明
、
山
下
政
幸
、
宮
崎

三
行
、
田
淵
正
弘
、
松
本
信
弘
、
小
中

尾
賢
、
佐
港
帽
彦
、
平
石
豊
、
宮
野
義

弘
、
松
林
広
治
、
永
野
寿
徳
、
鶴
本
文

(
無
火
災
分
団
)
第
2
分
団
、
第
4
分

団
、
第
ロ
分
団
、
第
M
H

分
団
、
第
日
分

団
《
一
般
協
力
者
に
対
す
る
感
鉛
盟
ち
〉

第
4
分
団
元
後
援
会
長
高
野
良
一

第
7
分
団
元
後
援
会
長
山
本
静
男

第
9
分
団
元
後
援
会
長
上
野
類
片
山

《
退
里
官
に
対
す
る
翠
砲
の
〉

(
県
消
防
協
会
長
表
彰
・
市
長
表
彰
・

消
防
団
長
表
彰
)
奥
村
勇
夫
、
出
口
智

規
、
田
中
正
則
、
今
里
裕
文
、
島
田
清

人
、
政
木
峰
幸
、
藤
崎
弘
昭
、
浦
田
虞

芳
、
岩
永
正
明
、
関
正
則
、
井
広
藤
唱
、

北
信
博
、
尾
上
博
、
藤
尾
隆
、
皆
川
叫
郁

夫
、
堀
江
茂
義
、
渡
遁
薫
、
溝
上
平
典
、

岩
崎
真
吉
、
尾
上
保
彦
、
中
尾
講
一「
、

浦
川
稔
、
倣
藤
田
宏
幸
、
平
石
正
徹
、

上
瀧
正
則
、
清
水
和
人
、
森
正
博

消
防
団
長
表
彰

(
優
良
分
団
)
第
6
分

団
、
第
日
分
団

《
辰
協
力
者
に
対
す
る
戚
錯
誤
》

前
舟
津
町
内
会
、
日
生
開
発
株
式
会
社

-6-

坂
口
町
内
会
に
自
主
防
護
叫
か
で
き
ま
し
た

自主防災部の結成式(12/7)

昨年12月7日、坂口町内会自主防災部の結成式と訓練

が坂口町公民館で行われました。当日は、あいにくの雨

にもかかわらず、避難訓練および結成式には、 180世

帯約200人の参加がありました。

この組織は、町内会の皆様の連携により、 災害の予防

や拡大の防止等、市や他の防災機関と協力して防災活動

を推進するもので、公民館に拡声器、懐中電灯、救急箱

を整備しました。

また、結成式の後には、地元消防団第七分団の紹介と

激励が行われ、消防団による放水訓練が行われました。



おめでとうff
(Zi?絞)1，048人

必J:eltli左だ
す1~SL，í J八三さべβ'tJ、フご疲ひ万と土ラ/

新社会人としての門出を祝う成人式が1月15目、

市民会館で行われました。

今年成人を迎えたのは、1，048人。会場は、振袖

姿や清楚な洋服姿、スーツ姿などの成人者で熱気に

つつまれていました。

甲斐田市長は「若いあなた方は夢を描く無限の司

能性があります。しっ力、りとした目標に向かって着

実に進んでもらいたい。全国でも勢いのある元気な

都市で将来性ある大村に根をおろしてすばらしい家

庭を築いてほしいJと新しい門出を祝いました。

《
新
成
人
の
主
張
》

高辻正こさん

(松原本町)

新
成
人
に
な
る
に
当
り
、
一
つ
、
夢

・

希
望

・
志
を
持
っ
て
、

耐
え
て
励
む
人
に
、

一一

つ
、
心
身
共
に
健
康
な
体
を
持
つ
人
に
、

三
つ
、
親

・
家
族
・
友
人
な
ど
の
身
の
回

り
の
人
を
大
切
に
す
る
人
に
な
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

私
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
や

っ
て
来
て
、

共
に
助
け
あ

っ
て

一
つ
の
こ
と
を
や
り
遂

げ
る
素
晴
し
さ
を
知
り
ま
し
た
。
自
分
は
、

一
人
で
生
き
て
い
る
の
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
を
良
く
考
え
、
常
に
感
謝
の
気
持
ち

を
持
っ
て
、
力

一
杯
が
ん
ば

っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

新しい門出を祝った成人式 (1/15・市民会館)

山口紀子さん

(田下町)

今
後
私
た
ち
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
の

自
由
が
保
障
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
自
由
に
は
、
常
に
責
任
と

義
務
が
伴
っ
て
き
ま
す
。
今
ま
で
初
年
問
、

両
親
の
保
護
の
も
と
で
育
っ
て
き
た
私
た

ち
は
、
こ
れ
か
ら
は
法
的
に
も
社
会
的
に

も
、
何
事
に
お
い
て
も
自
分
自
身
で
責
任

を
持
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
こ
と
を
常
に
念
頭
に
お
き
、
十
分

わ
き
ま
え
、
か
つ
理
解
し
た
う
え
で
行
動

を
し
、
甘
え
た
考
え
を
改
め
、
が
ん
ば
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

大村市国際交流員

ミゲル ・オリ ベイラさん

今
回
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
学
校
制
度

に
つ
い
て
書
い
て
み
ま
す
。

就
学
年
数
は
ロ
年
で
、
そ
の
期
間
は
、

小
学
校
4
年
間

・
中
学
校
2
年

-

間
・
高
等
学
校
6
年
間
と
い
う

-

3

、

3
つ
の
段
階
に
分
か
れ
て
お

一

丸

り
、
こ
の
内
9
年
間
は
、

義
務

一
一』
向
日

教
育
で
す
。
進
学
の
希
望
が
あ

一

沼
尻

島
績
の
よ
い
人
が
大
学
へ
行

-
A

き
ま
す
。
大
学
で
は
、
教
科
に

園

}

よ
っ
て
4
年
か
ら
6
年
の
勉
強

m
ド

ν
ー

が
で
き
ま
す
。

圃

Fι

公
立
学
校
は
、

2
交
替
制
に

E

V

}

な
っ
て
い
ま
す
。
午
前
の
部
は
、

園

川
い

8
時
か
ら
午
後
1
時
ま
で
で
、

-
ユ

'υ

午
後
の
部
は
2
時
か
ら
7
時
ま

プ

ル

で
で
す
。
日
本
と
違
い
、
ポ
ル

7
R

ト
ガ
ル
の
生
徒
は
、
午
前
か
午

一

O

後
の
ど
ち
ら
か
に
学
校
へ
行
け

一

F

ば
よ
い
の
で
す
。

-

い
く
つ
か
の
私
立
学
校
で

一

s

は
、
交
替
制
を
採
っ
て
お
ら
ず
、

一

A

生
徒
は
日
本
の
よ
う
に
朝
9
時

園

か
ら
夕
方
4
時
ま
で
学
校
に
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

少
し
の
公
立
学
校
だ
け
が
、
土
曜
日

に
午
前
の
部
の
授
業
が
あ
り
ま
す
が
、

私
立
学
校
は
全
て
の
土
曜
日
が
休
み
で

す
。教

師
も
ま
た

2
交
替
制
で
勤
務
し
ま

す
。
授
業
の
無
い
時
間
に
は
、
希
望
す

る
生
徒
と
の
面
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

授
業
に
対
す
る
準
備
は
、
教
師
の
自
宅

で
行
う
の
が
普
通
で
す
。

子
供
は
、

6
歳
か

7
歳
で
就
学
し
ま

す
が
、
そ
の
前
に
幼
稚
園
に
行
き
ま
す
。

小
学
校
で
は
、
担
任
の
教
師
が
全
て
の

教
科
を
担
当
し
ま
す
。
中
学
校
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
教
科
を
専
門
の
教
師
か
ら

教
わ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

小
学
校
か

ら
中
学
校
へ
の
進
学
は
、
生
徒
の
環
境

圃

も
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

闇

3
つ
の
段
階
を
備
え
て
い

闇

る
私
立
学
校
で
は
、
生
徒
は
、

田

ロ
年
間
同
じ
学
校
に
通
う
こ

-

と
に
な
り
ま
す
が
、
公
立
学

:

-

校
で
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
は

i

.
あ
り
ま
せ
ん
。

こ

同

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
学
校
で
は
、

る

-

大
学
入
試
以
外
の
入
学
試
験

'
圃

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
制
度

ぇ

-

は、

「生
徒
に
対
す
る
継
続
的

伝

-

な
評
価
」
と
い
う
考
え
方
に

を

-

基
づ

い
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ

》

-

れ
の
教
師
は
、

1
年
を
通
し

;4
-
て
試
験
を
実
施
し
、
学
年
末

-

に
最
終
成
績
を
つ
け
ま
す
。

-

平
均
し
て
あ
る
水
準
を
下
回

圃

っ
た
生
徒
は
次
の
学
年
に
進

圃

学
で
き
な
い
の
で
、
も
う

一

欄

度
同
じ
学
年
で
勉
強
し
な
く

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
公
立
学
校
で
は
、

成
績
の
悪
い
生
徒
に
補
習
授
業
を
し
て

い
な
い
の
で
、

希
望
者
は
私
立
学
校
で

補
習
授
業
を
さ
が
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
学
校
で
は
制
服
は
あ

り
ま
せ
ん
。
生
徒
は
好
み
の
服
装
で
登

校
し
ま
す
。
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男
3女
女共
性聞
が墾
1割田l

き33
守:J %玄

すの
い実
社事
言自

Tち
て

昨
年
の
国
民
生
活
白
書
は
、
「
働
く
女
性
|
新
し
い
社
会
シ
ス
テ
ム
を
求

め
て
」
を
掲
げ
て
、
初
め
て

「女
性
」
を
主
に
テ
l
マ
と
し
て
取
り
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。
最
近
の
女
性
の
社
会
進
出
は
め
ざ
ま
し
く
、

1
9
5
0
年

代
半
ば
以
降
(
高
度
成
長
期
)
に
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
急
増
し
、
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
の
妻
は
専
業
主
婦
が
多
か
っ
た
。
今
で
は
働
く
妻
の
割
合
が
専
業

主
婦
を
上
回
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
女
性
は
男
性
よ
り
も
、
不
利
な
立
場

に
置
か
れ
て
い
る
の
が
現
実
で
す
。
特
に
、
少
子
、
高
齢
化
の
幻
世
紀
に

向
け
て
、
労
働
人
口
が
減
少
し
女
性
の
労
働
力
が
今
以
上
に
求
め
ら
れ
る
。

こ
れ
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
企
業
の
雇
用
制
度
や
社
会
シ
ス
テ
ム
を
女

性
が
働
き
や
す
い
環
境
情
つ
く
り
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
働
く
女
性
が
子
供
を
産
み
、
育
て
易
く
安
心
し
て
働
く
こ
と

が
出
来
る
保
育
内
容
の
充
実
等
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
し
ょ
う
。

参
考
ま
で
に
下
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
方
フ
ィ
ス
パ
ー
ク
大
村
」

令

書

分

譲

開

始

「
オ
フ
ィ
ス
パ
ー
ク
大
村
」
が
、
い
よ
い
よ
4
月
に
完
成
し
ま
す
。

こ
の
団
地
は
、
国
の
地
方
拠
点
法
に
基
づ
く
産
業
業
務
施
設
を
立
地
さ

せ
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
も
の
で
、
平
成
5
年
9
月
全
国
第

一
号
の
指

定
を
受
け
、
地
域
振
興
整
備
公
団
に
よ
り
、
造
成
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
も
な
く
、
舗
装
工
事
な
ど
も
終
了
し
、
長
崎
県
、
大
村
市
、
地

域
振
興
整
備
公
団
に
よ
る
企
業
誘
致
の
展
開
も
熱
気
を
帯
び
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
隣
接
の
大
村
ハ
イ
テ
ク
パ

l
ク
に
あ
る
コ
マ
ツ
電
子
金
属
蜘
長

崎
工
場
に
昨
年
末
、
次
世
代
ウ
エ
ハ

l
工
場
の
立
地
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
西
暦
2
0
0
0
年
に
世
界
的
に
需
要
が
見
込
ま
れ
る
次
世
代

半
導
体
の
生
産
拠
点
と
し
て
、
数
あ
る
候
補
地
の
中
か
ら
同
工
場
へ
の
立

地
が
決
ま
っ
た
も
の
で
約
7
0
0
億
円
の
大
型
投
資
に
な
る
計
画
で
あ
り
、

3
5
0
人
の
雇
用
が
新
た
に
確
保
さ
れ
ま
す
。

(平成9年度国民生活白書から)

増
設

51.0 
ハU
A

U

n

U

ハU
A

U

A

U

A

U

ρ

O

R

U

A
任

。

J

η

L

司
よ

「守材ハイテクパークJへの
!コ弱電子金属株式会社

民

交

通

傷

害

保

険

平成 10年 度 分

2月 2 日 (月)から

受付開始

掛 金

1口年額 480円

l人 2口まで
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広
報
お
お
む
ら
と

一
緒
に

同
封
し
た

3
枚
複
写
(
加
入

報
告

書

・
加
入
票
・
被
保
険

者
カ
l
ド
)
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い

。

(
死
亡
受
取
人
を
指
定

す
る
場
合
は
、
被
保
険
者
の

押
印
が
必
要
で
す
。
)

申
し
込
み

・
問

い
合

わ
せ

安
全
対
策
課
(
内
線

2
1
4
)

ま
た
は
各
出
張
所

※
た
だ
し
、

2
月
2
日
j

3

月
担
日
ま
で
の

2
か
月
間
は

各
町
内
会
に
も
受
付
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。



地球温暖化を抑えるには、石油や石炭など

を燃やすことにより排出される二酸化炭素を

減らすことで可能です。

みなさんの省エネルギーへの協力が必要な

時です。よろしくお願いしますG

。暖房中の室温は2ooc以下にしていますか。

。暖房する必要が無いときにも暖房器具をつけ

っぱなしにしていませんか。

。電気製品の主電源が入りっぱなしになってい

ませんか0

0照明はこまめに消していますか。

。見ていないテレビはついていませんか。

くつ}J御寺シャワーを流しっぱなしにしてPませんか0

0お風呂はお湯が冷めないうちに連続して入っ

ていますか。

。冷蔵庫に物を詰めすぎていませんか。

。給湯温度を高めに設定していませんか。

。自動車の利用の際、急発進、空ぶかしはして

いませんか。

。短距離は徒歩や自転車でと心がけていますか。

。白熱電球から蛍光灯へと心がけていますか。

ねずみの

駆除について

ねずみは、年間を通して活動し、ペスト・赤痢な

どの媒介となるノミ・ダニの増殖の原因となります。

ρ靭余の方法としては、普段からえさや巣場所を与

えなPように盤整顎・滑刷寺lこ食『的観国を十分

に行うことが必要です。3月-5月、 9月-11月

の鰐画調和前こ殺そ剤を酪置するのカ劾剰?です。

特に家が密集している地域では、近所申し合わせ

て一斉聴をすることでより即効果縛られます。

跡、合わせ環境保全課供線144)また回世茎の

衛生委員ヘ

9-

夕、イオキシンの排出削減のため

廃棄物焼却の規制が強化されました

ダイオキシンの排出が社会問題となっていますが、ダイオキ

シンは物の燃焼に伴って非意図的に生成される有害な有機塩素

化合物であり、世界保健機構でも人に対して発がん性があると

正式に規定されています。

このため、国において、先般、廃棄物処理法施行令および施

行規則が改正され、廃棄物の焼却について規制の強化がされま

した。

=咳正の内容一

1. 許可が必要な焼却施設の範囲が変わりましたので、該当施設は

届け出が必要です。

2. 最終(埋立)処分場について設置許可が必要になります。

3. 野焼き(焼却設備を用いない焼却)は、禁止されています。

従来から廃棄物処理法では、「焼却の際は、焼却設備を用いて焼

却することJと定められていましたが、今回の改正では、ダイオキ

シンの排出という問題から焼却設備および焼却の基準が明確になり

ました。

改正基準に該当する場合、平成9年12月1日現在で現に設置され

ている焼却施設については、新たに施設の設置許可を取得する必要は

ありません。ただし、 2月28日までに所定の様式に必要事項を記載

のうえ、県央保健所に届け出が必要です。

届け出の方法および改正項目について、ご不明な点がありましたら、

県央保健所にお尋ねくださPo

問い合わせ 県央保健所衛生環境課 (ft⑫33 0 5) 

5人槽 6人槽 ア人槽 8人槽以上

31，α泊円 34，α旧円 37，似旧円 40，α)()円

( 

( 



12/41サンタさんとあそんだよ

CAMERA SPOT 

さわやか杯バレーボール大会

全国優勝

( 

@
ミ
ニ
門
松
で
新
年
を

池
田
号
供
会
で
は
、
刊
は
月
お
目
、
ミ
二

門
松
作
り
を
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
約
犯

人
の
っ
す
供
た
ち
が
、
慣
れ
な
い
手
つ
き
で

竹
を
切
っ
た
り
松
か
ざ
り
を
付
け
た
り
し

て
楽
し
く
作
っ
て
い
ま
し
た
。

12/. 

が
ん
ば
っ
て
走
っ
た
よ

大村幼稚園に12月18目、ひと足早くサンタさ

んが訪れました。この訪問に園児たちは大喜び。

歌ったり、踊ったり して楽しく過ごしていました。

JOCジュニアオリンピックさわやか杯第11回
全国都道府県対抗中掌バレーボール大会で優勝し
た長崎県チームで活躍した豊島大介君 ・雄介君

(郡申)が1月12日、市役所を訪れ、甲斐田市長に
喜びの報告をしました。

2人は、「努力したかいがあったJr高校でも、

全国大会へ行って活躍したいJと抱負を述べ、市
長は2人の活躍をたたえ「高校でも活躍してjと

にこやかに話していました。

1/. 
12/.めざせ!!ホールインワン

第1回大村市グラウンドゴルフ大会が12月21日、

陸上競技場で聞かれました。大会には、老人会、町

内会、会社仲間などで編成した26チームが参加。

カップめがけてボールを打っていました。

第

6
回
池
田
湖
畔
マ
ラ
ソ
ン
大
会

が
ロ
月
日
日
、

3
7
1
人
の
参
加
者

を
迎
え
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
小
書

日
和
の
中
、
選
手
た
ち
は
、
練
習
の

成
果
を
だ
そ
う
と
一
生
懸
命
力
走

し、

ω地
よ
い
汗
を
か
き
ま
し
た
。

12/41元気いっぱいの力走

ロザ・モタ杯第21回おおむらロードレース
大会が12月14目、海上自衛隊内道路などで開

催されました。市内外から1，736人の参加が

あり、会場は選手たちの熱気と応援者たちの
声援で盛り上がりました。

12/.齢、

'97チャ リティーコンサートが12月21日、市民会館

で開かれました。コンサートには、市内の中学校 ・高

校のコーラス部や吹奏楽部が参加。美しいハーモニー

やきれいな音色で参加した人々を楽しませました。

-10-
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新香かるた大会が1月5目、コミセンで聞
かれました。

大会には、小 ・中掌生約20人が参加。読

み人の声が流れると我れ先にとかるたに手

を伸ばしていました。

1/ _・きめろ!
司 F スマッシュ

第2回新吾オープン卓球

大会が1月4目、市民体育

館で開かれました。大会に

は、県内各地から約160人
が参加。正月気分を吹き飛

ばすようなスマッシュを打

ち込んでいました。

~---- 三二..-::--一戸-

ーモ三~

で ¥1/8 無病息災を祈って

-f: J 正月恒例の松送りの行事「鬼火
ぷ之、鴛4 ぷ?旬、 焚きjが市内各地で行われまし

/." .;;~臼1If". た。 ここ鬼橋町でも小掌生など

が参加。竹のはじける琶を楽

しみながら無病患災を祈って

いました。

12/.一窓に気合いを込めて

第37回大村市少年剣道大会が12月21日、

市民体育館で聞かれました。大会には市内

の小申学生が参加。日ごろの練習の成果を
発揮し、気合いの込もった戦い力て行われま
した。

1/. 
新
審
に
か
け
る

第
け
固
董
瀬
新
香
駅
伝
大
会
が

1
月
什

日
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
内
か
ら
日
チ
ー
ム

が
参
加
。
元
気
い
っ
ぱ
い
に
健
脚
を
競
っ

て
い
ま
し
た
。
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年
金

民
民
年
金
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞

、
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

た
く
さ
ん
の
応
募
者
の
中
か
ら
、
厳

正
な
る
審
査
の
結
果
、
次
の
方
々
が
入

賞
さ
れ
ま
し
た
。
入
賞
作
品
は
、
年
金

制
度
P
R
の
た
め
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
(
敬
称
略
)

第
什
回
国
民
年
金
コ
ン
テ
ス
ト

推
薦
川
鶴
正
保
さ
ん
(
片
町
)
の
作
品

{
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者
}

推
薦

川
鶴
正
保
(
片
町
)

特
選

楠
本
邦
博
(
須
田
ノ
木
町
)

町
田
欣
也
(
古
町
2
丁
目
)
・
安
永
善

明
(
協
和
町
)

入
選

浦
孝
行
(
乾
馬
場
町
)
・
川
鶴

正
保
(
片
町
)
・
横
田
慎
次
(
富
の
原

1
丁
目
)

佳
作

安
永
善
明
(
協
和
町
)
・
町
田

欣
也
(
古
町
2
丁
目
)
・
楠
本
哲
夫

(
中
岳
町
)
・
上
野
剛
志
(
田
下

町
)
・
川
添
英
則
(
植
松
3
丁
目
)

奨
励
賞

横
田
慎
次
(
富
の
原
1
丁
目
)

・
渡
海
土
筆
(
片
町
)
・
小
嶺
久
美
子

(
荒
平
町
)
・
中
庭
美
香
子
(
竹
松
町
)

{
霞
民
年
金
作
文
コ
ン
ク

i
ル

表
彰
者
}

特
選

辻
竜
矢
(
玖
島
中
)

長
崎
新
聞
社
賞

松
尾
奈
津
美
(
大
村
中
)

入
選

戸
島
ま
り
子
(
大
村
中
)

国
民
年
金
作
文
コ
ン
ク

i
ル
特
選
受
賞
作
品

「
国
民
年
金
』

を
身
近
に

僕
の
家
に
は
、

η
歳
に
な
る
祖
母
が

い
ま
す
。
家
で
は
、
お
母
さ
ん
の
家
事

を
手
伝
っ
た
り
し
て
、
の
ん
び
り
と
生

活
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
元
気
で
す

が
、
「
だ
い
ぶ
、
身
体
も
き
つ
く
な
っ

た・
:。
」
と
時
々
言
っ
て
い
ま
す
。

あ
る
日
、
家
の
郵
便
受
け
に
祖
母
あ

て
の

一
枚
の
葉
書
が
入
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
は
年
金
の
通
知
書
の
よ
う
な

も
の
で
し
た
。
僕
が
祖
母
の
部
屋
に
葉

書
を
持
っ
て
行
っ
て
あ
げ
る
と
、
「
あ

あ
、
こ
れ
こ
れ
待
っ
て
た
よ
。」
と
嬉

し
そ
う
に
僕
の
子
か
ら
受
け
取
り
ま
し

た
。最

初
、
僕
は
こ
れ
が
何
の
こ
と
か
よ

く
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
後
で
、
母

か
ら
、

「国
民
年
金
」
と
い
う
も
の
だ

と
聞
い
て
、
な
る
ほ
ど
な
と
思
い
ま
し

た
。
祖
母
は
、
も
う
年
老
い
て
働
け
ま

せ
ん
が
、
年
金
の
お
か
げ
で
生
活
の
支

え
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
し
て
、

祖
母
も
若
い
頃
ず
っ
と
国
民
年
金
を
納

め
て
い
て
、

ω歳
ま
で
続
け
て
い
た
そ

う
で
す
。
今
は
、
年
金
を
受
け
取
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
、
ず
い
ぶ
ん
助
か
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。
年
を
と
っ
て
働
け
な

く
な
っ
た
と
は
い
え
、
生
き
て
い
く
上

で
た
く
さ
ん
の
お
金
が
必
要
で
す
。
そ

れ
が
、
年
金
と
い
う
形
で
定
期
的
に
確

実
に
お
金
が
も
ら
え
る
と
い
う
こ
と

玖
島
中
学
校
2
年

は
、
大
変
頼
り
に
な
る
よ
う
で
す
。
今
、

う
ち
で
は
父
が
仕
事
を
し
て
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
母
は
、
家
に
い
ま
す
が
、
そ

の
母
の
年
金
も
父
の
給
料
か
ら
支
払
わ

れ
る
と
聞
い
て
、
父
も
家
族
の
た
め
に

大
変
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
れ
も
い
ず
れ
父
や
母
が
年
を
と
っ
て

働
け
な
く
な
っ
た
時
、
生
活
の
支
え
と

な
る
た
め
の
も
の
だ
と
し
た
ら
、
当
然

の
義
務
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

よ
り
よ
い
老
後
を
送
る
た
め
の
権
利
を

年
金
と
い
う
形
で
、
受
け
て
い
る
の
だ

と
も
思
い
ま
し
た
。

働
く
者
と
高
齢
者
と
の
間
に
は
深
い

つ
な
が
り
が
あ
り
、
高
齢
者
の
人
も
、

昔
は
働
く
者
と
し
て
、
当
時
の
高
齢
者

を
支
え
て
い
た
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
、

僕
も
将
来
社
会
人
と
な
っ
て
高
齢
者
社

会
を
助
け
、
支
え
て
い
く
よ
う
に
な
る

で
し
ょ
う
。
そ
し
て
僕
が
年
を
と
っ
た

時
に
は
、
次
の
世
代
の
人
た
ち
に
支
え

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
そ
う
考

え
る
と
、
お
互
い
に
支
え
合
い
助
け
合

っ
て
い
く
社
会
に
、
本
当
の
安
定
し
た

暮
ら
し
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

「
国
民
年
金
」
僕
た
ち
中
学
生
に
と

っ
て
、
あ
ま
り
親
し
み
の
な
か
っ
た
も

の
で
し
た
が
、
身
近
な
家
族
の
中
で
、

そ
れ
を
受
け
取
っ
て
生
活
の
支
え
に
し

て
い
る
人
、
そ
れ
を
納
め
て
将
来
の
安

- 12-

辻

竜

矢

心
を
築
い
て
い
る
人
と
、
本
当
に
す
ぐ

側
に
「
国
民
年
金
」
が
僕
た
ち
の
生
活

に
溶
け
込
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
お
金
の
大
切
さ
と
い
う

こ
と
も
勉
強
に
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
担
世
紀
へ
向
か
っ
て
高

齢
者
社
会
が
予
想
さ
れ
る
今
、
そ
の
土

台
で
あ
る
父
や
母
の
世
代
、
さ
ら
に
は
、

僕
た
ち
の
世
代
が
支
え
る
社
会
が
、
将

来
へ
の
安
心
を
作
っ
て
行
く
の
だ
と
思

い
ま
す
。



福
祉

長
崎
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
か

5
の

お
知
5
せ

セ
ン
タ
ー
(
旧
大
村
保
健
所
の
跡
)

で
は
次
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

保
健
婦
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
、
心
理

系
職
員
、
精
神
科
医
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に

応
じ
て
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。
秘
密
は
か
た
く
守
り
ま
す
。

〈
次
の
よ
う
な
と
き
は
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
〉

・
悩
み
や
不
安
が
あ
っ
て
困
っ
て
い
る

と
き

・
家
庭
、
職
場
、
学
校
な
ど
で
対
人
関

係
が
う
ま
く
い
か
ず
、
悩
ん
で
い
る

と
き

・
子
供
の
性
格
や
行
動
が
心
配
な
と
き

.
精
神
病
の
治
療
に
つ
い
て
相
談
し
た

い
と
き

・
精
神
障
害
者
の
家
庭
で
の
生
活
や
家

族
の
接
し
方
に
つ
い
て
知
り
た
い
と
き

.
精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰
の
相
談

・
ア
ル
コ
ー
ル
、
薬
物
依
存
に
関
す
る

相
談

・
精
神
障
害
者
の
利
用
で
き
る
福
祉
に

つ
い
て
知
り
た
い
と
き

相
談
は
予
約
制
で
す
。
(
電
話
で
の
申

し
込
み
月
j
金
曜
日
、
午
前
9
時
1

午
後
5
時

包

⑪

9
1
2
4
)

相
談
日
月
・
火
・
木
・

金
曜
日

料
金
相
談
は
無
料
で
す
が
、
医
師
に

よ
る
診
療
が
必
要
な
と
き
は
保
険
診
療

に
な
り
ま
す
。

こ
こ
ろ
の
電
話

電
話
だ
け
で
相
談
し
た
い
人
の
た
め

に
、
こ
こ
ろ
の
電
話
を
ひ
ら
い
て
い
ま

す
。
電
話
相
談
員
が
悩
み
を
お
受
け
し

ま
す
。

受
付
時
間
月
i
金
曜
日
、
午
前
9
時

i
午
後
4
時
却
分
(
宮
②
7
8
6
7
)

精
神
科
デ
イ
ケ
ア

精
神
障
害
者
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
一
つ
で
す
。

そ
の
ほ
か
に

広
報
活
動
・
組
織
育
成
・
教
育
研
修

技
術
指
導
技
術
援
助
・
調
査
研
究

問
い
合
わ
せ

福
祉
課
(
内
線
1
5
5
)

被
爆
者
健
康
診
断

を
行
い
ま
す

対
象
被
爆
者
子
帳
、
健
康
診
断
受
診

者
証
を
持
っ
て
い
る
人

受
付
時
間
午
前

m時
i
H時
、
午
後

1
時
j

2
時

※
今
回
の
定
期
健
康
診
断
以
外
に
希
望

に
よ
る
健
康
診
断
(
年
2
回
限
度
)
ま

た
は
、
が
ん
検
診
(
各
年
1
回
限
度
)

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
当
日
は
駐
車
場
の
混
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

1
5
6
)
 

福
祉
課
庶
務
係
(
内
線

日程 実施場所 対象地区

2月3日(火) 福祉センター 二浦・鈴田・大村

2月4日(水) 福祉センター 大村

2月5日(木) 中地 区公民館 西大村

2月6日(金) 竹松出張 所 竹松

2月10日(火) 松原出張 所 福重・松原

2月12日(木) 福祉センター 大村

2月13日(金) 福祉センター 西大村・萱瀬

平
成
叩
年
度
市
民
税
・
県
民
税
・
国
民
健
康
保

険
税
申
告
受
付
日
の
お
知
ら
せ

地区 申告受付日 場所

酉 大 村 2月2日(月)、3日側 西大村

(農業のない世帯) 4日(水) 出張所

竹松
2月9日(月)、10日(州

?す 松

(農業のない世帯) 出張所

大村
2月12日(木)、13日働

市役所

(農業のない世帯) 大会議室

j甫 三浦、萱瀬
3月3日(州

宮主古主 理E 出張所

金令 田 鈴田、竹松
竹松(農業のある世帯)

3月4日(水)
出張所

ネ高 重
3月5日(木)

福重、松原

松 原 出張所

大 キサ 市役所

西大村(農業のある世帯)
3月6日制、 9日(月) 大会議室

申
告
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
次
の

日
程
で
申
告
会
場
を
設
置
し
ま
す
。
申

告
日
に
都
合
の
つ
か
な
い
人
は
、

3
月

日
日
ま
で
に
市
役
所
で
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

年
末
調
整
済
の
給
与
所
得
者
で
、
給

与
以
外
の
所
得
が
却
万
円
以
下
の
場
合

は
確
定
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
市
県
民
税
な
ど
の
申
告
は
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
確
定
申
告
を
さ
れ
る
人
は
市

県
民
税
な
ど
の
申
告
書
を
提
出
す
る
必

午前8時30分~午後4時受付時間受付日程表

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
未
申
告
の
場
合
、

所
得
証
明
な
ど
の
交
付
や
国
民
健
康
保

険
税
の
軽
減
制
度
の
適
用
も
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
確
定
申
告
時
の
混
雑
緩
和
の

た
め
、

2
月
5
日
同
か
ら
市
役
所
大
会

議
室
で
還
付
申
告
な
ど
の
納
税
相
談
が

で
き
ま
す
。
な
お
、
確
定
申
告
の
期
間

中
は
、
駐
車
場
が
混
雑
し
ま
す
の
で
、

ボ
l
ト
場
側
の
駐
車
場
も
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

税
務
課
(
内
線
1
2
2
)
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所
得
税
の
確
定
申
告
・

お
早
め
に
!

平
成
9
年
度
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
の
申
告
・
納
付
期
限
は
、

2
月
日
日

間
か
ら
3
月
日
日
何
ま
で
で
す
。

申
告
書
は
自
分
で
正
し
く
書
き
、
早

め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
書
は
、
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

期
限
間
近
に
な
る
と
、
大
変
混
雑
し

ま
す
の
で
、
早
め
に
申
告
手
続
き
を
お

済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

申
告
場
所
諌
早
税
務
署

・
市
役
所
大

会
議
室

還
付
申
告
は
正
し
く

還
付
申
告
の
手
続
き
は
お
早
め
に

還
付
申
告
は
す
で
に
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
な
お
、
市
役
所
で
は
2
月
5
日

制
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

諌
早
税
務
署

1
3
7
0
)
 

(宮
②

市
税
等
の
納
付
は
口
座
振
替
で

皆
さ
ん
の
中
に
は
、
多
忙
で
市
税
な

ど
を
納
め
に
行
け
な
か
っ
た
り
、
つ
い

納
め
忘
れ
を
し
て
し
ま
う
人
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
よ
う
な
人
に
は
ぜ
ひ
、
便
利
で

確
実
な
口
座
振
替
制
度
の
利
用
を
お
す

す
め
し
ま
す
。
(
あ
な
た
の
預
貯
金
か

ら
自
動
的
に
納
付
さ
れ
ま
す
)

市
・
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自

寝
窓

平
成
9
年
1
月
1
日
か
ら
ロ
丹
市
品
目

ま
で
に
、
市
内
で
、
合
計
5
、
0
0
0
2
m

以
上
の
土
地
を
取
得
し
た
人
は
、

3
月

動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
保
育
料
、

国
民
年
金
保
険
料
、
住
宅
使
用
料
な
ど

の
支
払
い
に
利
用
で
き
ま
す
。

手
続
き
は
簡
単
で
す
。
市
内
の
金
融

機
関
か
市
役
所
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ

問
い
合
わ
せ

税
務
課
(
内
線
1
2
5
)

の
申
告
・
納
付
を

2
日
ま
で
に
特
別
土
地
保
有
税
(
取
得

分
)
の
申
告
と
納
付
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
税
務
課
(
内
線
1
2
0
)

健
康

か
ぜ
に
ご
注
意
!

日
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
任
意
予
防
接
種
実
施
中
日

今
年
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し

そ
う
で
す
。
ま
た
、
死
亡
率
の
高
い
新

型
ウ
イ
ル
ス
も
現
わ
れ
て
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
か
ぜ
の
中
で

も
感
染
力
が
強
く
、
症
状
の
は
げ
し
い

こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
予
防
の
た

め
に
以
下
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
予
防
接
種
を
希
望
さ
れ
る
人
は

次
の
医
院
で
任
意
接
種
を
受
け
ら
れ
ま

す
の
で
、
直
接
各
医
院
へ
お
問
い
合
わ

せ
の
う
え
接
種
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
た
だ
し
、
ワ
ク
チ
ン
が
不
足

し
て
い
る
た
め
接
種
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
に
つ
い
て

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
期
間
中

は
、
な
る
べ
く
人
ご
み
を
避
け
マ
ス
ク

を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
外
出
か
ら
帰
宅
し
た
と
き
は
、
う
が

い
、
手
洗
い
の
励
行
に
努
め
ま
し
ょ
う

0

・
十
分
な
休
息
や
睡
眠
を
と
り
、
バ
ラ

ン
ス
の
よ
い
栄
養
に
注
意
し
、
身
体
の

抵
抗
力
の
増
進
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
場
合

は
、
す
ぐ
に
医
師
の
診
察
を
受
け
、
指

一
亦
を
守
り
、
安
静
を
保
ち
、
肺
炎
な
ど

の
合
併
症
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

接
種
料
金

2
回
接
種
で
7
、
0
0
0

円

(
1
回
3
、
5
0
0
円
で
す
。
1
1

4
週
の
間
隔
を
お
い
て
2
回
接
種
し
ま

す
。)

ホ
1
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

出
H
，、
H
，H
J
¥
¥
当
者
調
・

Z
国
者
-
C
0
・』
H
V
¥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
実
施
医
療
機
関

川
本
内
科
医
院
、
寺
井
医
院
、
小
児
科

内
科
し
げ
の
、
お
び
産
婦
人
科
医
院
、

貞
松
病
院
、
田
川
小
児
医
院
、
近
藤
医

院
、
南
野
内
科
消
化
器
科
医
院
、
お
お

つ
か
内
科
医
院
、
山
下
外
科
医
院
、
わ

た
な
べ
耳
鼻
咽
喉
科
、
と
も
な
が
内

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
田
崎
医
院
、
南
野
ク

リ
ニ
ッ
ク
、
出
口
小
児
科
医
院
、
野
口

内
科
こ
ど
も
医
院
、
与
那
城
医
院
、
さ

く
ら
ク
リ
ニ

ッ
ク
、
須
田
小
児
科
医
院
、

み
ね
内
科
ク
リ
ニ

ッ
ク
、
下
山
耳
鼻
咽

咽
科
医
院
、
牧
山
内
科
外
科
医
院
、
長

崎
医
院
、
中
国
外
科
胃
腸
科

問
い
合
わ
せ
健
康
増
進
課
(
内
線
1

4
1
)
 

三種混合・麻しん・嵐しん

予防接種実施申!!

お子様の体調の良い時に受けられるよう、年間

を通じて実施しています。

詳しくは「健康のしおりと国民健康保険Jをご

覧ください。
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2
月
1
日
j
ア
臼
は

生
活
習
慣
病

予
防
週
間
で
す

皆
さ
ん
、
健
診
を

受
け
ま
し
ょ
う



骨
粗
野松
症
検
診
・
基
本
健
康
考
査H

b
同
時
実
施

締
が
ん
検
診
・
大
揚
が
ん
検
?

次
の
日
程
で
検
診
を
行
い
ま
す
の
で

早
め
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
時

2
月
M
日
ω
j
U
日
⑥
、
午
前

9
時
l
午
後
3
時

場
所

2
月
M
日州
w
j
お
日
同
:
・
市
民

体
育
館
、
U
H⑥
:
・
竹
松
出
張
所

料

金

無

料

定

員

先

着
4
0
0
人

※
必
歳
以
上
の
人
は
健
康
手
帳
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

健
康
増
進
課
(
内
線
1
4
1
)

対象者・内容

検診名 内 合円今唱 対 象者

骨粗緊症検診 問診、骨密度測定、事後指導
30-69歳で市民で

あること O

問診、身体測定、血圧測定、

基本健 康診 査
検尿、腎機能検査、肝機能検査、

心電図、眼底検査、貧血検査、
40歳以上の市民。

血糖検査
ただし、職場など

で定期検診を受け

胸部レントゲン撮影、 る人、妊婦を除き

肺 が ん検診 日客疾検査(問診により指示され ます。

た人)

大腸がん検 診 便潜血検査(2日法)

※40歳以上の人は、 4つの検診をセットで受けていただきます。

ただし、この 1年間にすでに受けた検診を除きます。

婦

A
か

ん

(
子
宮
が
ん
・
乳

がん)
検
診
実
施
中
!

対
象
却
歳
以
上
の
女
性
(
職
場
等
で

定
期
的
に
検
診
を
受
け
ら
れ
る
人
、
妊

婦
を
除
き
ま
す
)

負
担
金

子
宮
頚
が
ん
検
診

1
、
0
0
0
円

子
宮
頚
+
体
が
ん
検
診

1
、
7
0
0
円

乳
が
ん
検
診

4
0
0
円

(
老
人
医
療
受
給
者
、
市
民
税
非
課
税

世
帯
、
生
活
保
護
受
給
者
、
利
用
券
を

お
持
ち
の
人
は
無
料
で
受
け
ら
れ
ま

す
)

受
け
方
直
接
医
療
機
関
で
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

実
施
医
療
機
関

ウ
ー
マ
ン
ズ
ク
リ
ニ

ッ
ク
ナ
ガ
ノ
、
大

村
中
央
産
婦
人
科
、
お
び
産
婦
人
科
医

院
、
後
藤
産
婦
人
科
医
院
、
桝
本
産
婦

人
科
内
科
医
院
、
レ
デ
ィ
ス
ク
リ
ニ
ッ

ク
し
げ
ま
つ

問
い
合
わ
せ

4
1
)
 

健
康
増
進
課
(
内
線
1

水
道
部
か
ら

給水装置の工事について取扱いが変わります

給水装置工事に使用する材料・器具について水道法が改正され、

今年4月1Bから次のように変わります。

水道メーター検針員

募集

今までは、給水装置に使用する材料・器具につきまして、安

全性・耐久性を考慮、して水道部が全て指定していましたが、今

回の改正により水道メータ一以降の部分は厚生省で定められた

基準に適合すれば自由に使用できるようになり、水道部で製品

の指定・推薦ができなくなりました。そこで、建物の耐久性、

給水装置に使用する材料・器具の安全性・耐久性、後の維持管

理などを十分考慮のうえ選定していただきますようお願いします。

給水装置工事標準価格の廃止について

今までは、給水装置工事価格の平準化を目的に設計標準価格

を決定し、各指定工事屈に配付しておりましたが、公正取引委

員会の指摘により、各指定工事庖間の価格競争を促すためこれ

を廃止します。今後、使用材料など十分納得したうえで契約さ

れますようお願いします。

平成10年4月から水道メー
ターの検針を民間に委託する
ため検針員を募集します。

募集人員

業務内容

給水区域内の家庭を訪問し、

水道メーターの検針 (1か月約

3，000件)を行います。

募集締切 3月5日(木)

5人

問い合わせ
水道部業務課 (ft③ 11 1 6) 
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みんなの
健康

「
発
熱
に
つ
い
て
」

大
村
市
医
師
会

重
野

勝
彦

人
間
の
体
温
は
脳
の
視
床
下
部
に

あ
る
体
温
調
節
中
枢
に
よ
っ
て
維

持
・
調
節
さ
れ
て
い
ま
す
。
発
熱
の

お
こ
る
原
因
は
主
に
次
の
三
つ
が
あ

り
ま
す
。

一
、
外
因

性
発
熱
物

質
の
関
与

細
菌
・

「
ひ
と
み
の
健
康
・
:

健
や
か
な

生
活
の
た
め
に
」

大
村
市

松富
村会

謙

郎

目
は
心
の
窓
と
い
わ
れ
、
健
康
な

目
を
維
持
す
る
こ
と
は
肉
体
的
・
精

神
的
に
健
康
な
生
活
を
送
る
た
め
の

基
本
と
な
り
ま
す
。
人
間
の
生
涯
は
、

ま
わ
り
か
ら
の
刺
激
と
そ
れ
に
対
す

る
反
応
の

繰
り
返
し

で
す
。
楽

し
け
れ
ば

笑
い
、
悲

ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
病
原
微
生
物
、
腫

一場
、
抗
原
抗
体
反
応
な
ど
を
外
因
性

発
熱
物
質
と
い
い
ま
す
。
外
因
性
発

熱
物
質
は
白
血
球
に
食
べ
ら
れ
る
と
、

白
血
球
は
活
性
化
さ
れ
て
内
因
性
発

熱
物
質
を
産
生
し
ま
す
。
内
因
性
発

熱
物
質
は
視
床
下
部
の
体
温
調
節
中

枢
に
作
用
し
て
体
温
を
上
昇
さ
せ
ま

す
。
こ
れ
は
内
因
性
発
熱
物
質
が
プ

ロ
ス
タ
グ
ラ
ン
ジ
ン

E
(
P
G
E
)

の
合
成
を
促
進
す
る
こ
と
で
な
さ
れ

ま
す
。
解
熱
剤
は
こ
の

P
G
E
合
成

を
抑
制
す
る
こ
と
で
解
熱
さ
せ
ま
す
。

二
、
熱
放
散
の
障
害

高
温
多
湿
の
環
境
下
(
熱
射
病
)

し
け
れ
ば
涙
を
流
し
、
美
味
し
い
も

の
を
頂
け
ば
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
り
、

ま
ず
い
も
の
を
食
え
ば
腹
も
立
ち
ま

す
。
実
は
こ
う
い
っ
た
人
間
の
受
け

る
刺
激
の

8
割
が
目
を
通
し
た
視
覚

情
報
に
よ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
現
代
社
会
は
文
字
情
報
・
画

像
情
報
に
よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
行
う
時
代
で
も
あ
り
ま
す
。

ま
さ
に
目
の
健
康
は
人
生
を
豊
か
で

幸
せ
に
過
ご
す
た
め
に
は
必
要
不
可

欠
な
も
の
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

今
や
人
生
初
年
の
時
代
、
目
の
健

康
を
維
持
し
て
豊
か
な
生
活
を
享
受

す
る
た
め
に
は
そ
れ
な
り
の
健
康
管

な
ど
で
は
熱
の
放
散
が
抑
え
ら
れ
体

温
は
上
昇
し
ま
す
。

三
、
中
枢
性
発
熱

体
温
調
節
中
枢
に
病
変
が
及
ぶ
た

め
に
起
こ
る
発
熱
で
、
脳
腫
一
場
や
脳

炎
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

日
常
み
ら
れ
る
発
熱
は
前
記
の
う

ち
の
一
で
、
そ
の
中
で
も
病
原
微
生

物
に
よ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

こ
の
場
合
、
体
温
調
節
中
枢
は
前
記

三
の
よ
う
に
体
温
を
調
節
で
き
な
く

な
っ
た
の
で
は
な
く
、
わ
ざ
と
体
温

を
高
め
に
設
定
し
て
い
る
の
だ
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
発
熱
は
生
体
防

御
機
構
の

一
つ
で
、
白
血
球
の
働
き

理
が
必
要
で
す
。
「
白
内
障
」
は
非
常

に
多
い
病
気
で
す
が
、
診
断
・
治
療

は
比
較
的
簡
単
で
す
の
で
日
の
変
調

を
感
じ
た
ら
気
軽
に
眼
科
を
受
診
さ

れ
て
下
さ
い
。
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
一

方
、
幼

歳
以
上
の
方
の
却
人
に

1
人
が

「緑

内
障
」
を
患
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
自
覚
症
状
に
乏
し
く
、

慢
性
の
病
気
で
も
あ
る
た
め

8
割
の

方
が
治
療
を
受
け
て
お
ら
れ
な
い
の

が
現
状
で
す
。
こ
の

「緑
内
障
」
は

早
期
発
見

・
早
期
治
療
が
重
要
で
す

の
で
、
眼
科
を
受
診
さ
れ
た
際
に

「
緑
内
障
」
の
検
査
も
受
け
ら
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

を
高
め
ま
す
。

一
方
、
発
熱
は
食
欲
不
振
・
睡
眠

障
害
・
不
安
な
ど
で
体
力
を
消
耗
さ

せ
ま
す
。
で
す
か
ら
解
熱
剤
の
使
用

は
、
こ
れ
ら
の
症
状
の
改
善
と
い
う

目
的
を
持
っ
て
行
う
べ
き
で
す
。
ま

た
発
熱
は
か
な
り
の
体
力
を
消
耗
さ

せ
る
の
で
、
十
分
な
休
養
と
睡
眠
を

と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

悪
寒
戦
傑
は
体
温
調
節
中
枢
が
設

定
し
て
い
る
高
い
体
温
と
の
格
差
が

大
き
い
た
め
に
、
骨
格
筋
が
ふ
る
え

て
熱
を
産
生
し
て
い
る
状
態
で
す
。

こ
ん
な
時
は
毛
布
な
ど
で
保
温
に
努

め
て
下
さ
い
。

糖
尿
病
、
高
血
圧
症
の
方
の
中
に
は

眼
底
(
網
膜
・
硝
子
体
な
ど
)
に
出

血
を
お
こ
し
、
そ
れ
が
も
と
に
な
っ

て
失
明
す
る
人
が
お
ら
れ
ま
す
。
内

科
で
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
良
好
で

一
見

問
題
が
な
く
て
も
、
日
の
奥
は
非
常

に
危
険
な
状
態
と
い
う
人
も
お
ら
れ

ま
す
か
ら
、
こ
の
様
な
病
気
で
通
院

中
の
方
は
少
な
く
と
も
年
に

1
度
眼

底
検
査
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
お
勧

め
い
た
し
ま
す
。

人
生
を
豊
か
で
幸
せ
に
過
ご
す
た

め
に
目
は
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で

す
。
こ
の
大
事
な
目
を
精

一
杯
活
用

す
る
た
め
に
、
日
頃
か
ら
目
の
健
康

に
も
心
が
け
て
下
さ
い
。

。

ホ
リ
デ
イ
保
育

16-

新
城
保
育
園
(
包
⑫
4
1
5
2
)

日
曜
日

・
祝
日
な
ど
に
冠
婚
葬
祭

へ
の
出
席
、
ま
た
は
、
就
労
な
ど
、

家
庭
で
保
育
が
で
き
な
い
状
況
に
あ

る
就
学
前
の
児
童
(
離
乳
が
完

3
前

の
児
童
を
除
き
ま
す
。
)
を
保
育
す

る
も
の
で
す
。

実
施
日

2
月・

:
1
日

・
8
日
・
日
日

目
白
・

2
日

3
月・

:
1
日
・

8
日
・
市
日

引
日

・
辺
白
・
お
日

午
前

8
時
初
分
j
午
後

5
時

1
日

1
、

5
0
0円

ほ
目
前
か
ら
2
目
前
ま
で

時

間

保
育
料

受

付
O 

時
的
保
育

わ
か
ば
保
育
園
(
宮
@
0
8
3
4

保
護
者
な
ど
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
就

労
や
、
出
産

・
傷
病
な
ど
に
よ
る
緊

急
時
の
保
育
、
ま
た
、
育
児
に
伴
う

心
理
的
、
肉
体
的
負
担
を
解
消
す
る

た
め
に
一
時
的
に
保
育
す
る
も
の
で

す
。
な
お
、
就
労
な
ど
に
よ
る
も
の

は
週

3
日
、
そ
の
ほ
か
は
月
日
日
を

限
度
と
し
ま
す
。

実
施
日
保
育
園
開
所
日

時

間

午

前

8
時
j
午
後

5
時

保
育
料

1
日

1
、

0
0
0円

(
飲
食
費
を
除
き
ま
す
)

付

随

時
(
事
前
に
連
絡
し
て
下
さ
い
)

昌
Jι 



お
し
ら
せ

平
成
叩
年
度

委
託
業
務
関
係
の
指
名

願
申
請
を

管
財
課
(
内
線
2
3
0
)

(代表)

平
成
日
年
度
委
託
業
務
関
係
の
競
争

入
札
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
次

の
と
お
り
参
加
資
格
審
査
申
請
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
回
の
申
請
書
受
付
は
、
追

加
申
請
す
る
人
を
対
象
に
受
付
を
行
い

ま
す
。

業
種

警
備
・

清
掃
・
廃
棄
物
処
理
・

消
防
設
備
・
機
械
設
備
・
そ
の
他
保
守

点
検
管
理
を
要
す
る
業
種
申
請
期
間

2
月
日
日
俗
j
幻
日
働

申
請
書
類

市
の
独
自
様
式
で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
建
設
工
事
お
よ
び
測
量

・

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
に
つ
い
て

は、

3
月
2
日
何
j
紅
白

ωま
で
受
付

を
し
ま
す
。
詳
し
く
は
3
月
号
に
掲
載

し
ま
す
。

市役所

ft53-4111 

平
成

9
年
度

個
人
住
宅
建
設
資
金
利

害
補
給
金
の
申
請
は
お

早
め
に

商
工
課
(
内
線
2
4
1
)

市
で
は
、
個
人
住
宅
の
建
設
促
進
を

図
る
た
め
、
住
宅
建
設
資
金
の
融
資
を

利
用
し
て
個
人
住
宅
を
取
得
し
た
人
に

対
し
て
、
利
子
補
給
金
が
受
け
ら
れ
る

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
次
に
該
当
す

る
人
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

①
住
宅
建
設
資
金
の
融
資

(
8
0
0
万

円
以
上
)
を
受
け
、
市
内
に
自
ら
居
住

す
る
た
め
の
住
宅
の
新
築
(
居
住
し
た

こ
と
の
な
い
住
宅
の
購
入
を
含
み
ま

す
)
お
よ
び
増
改
築
を
行
っ
た
人

②
住
宅
建
設
資
金
の
最
初
の
償
還
月

が
、
平
成
9
年
4
月
1
日
か
ら
平
成

m

年
3
月
氾
日
ま
で
に
該
当
す
る
人

利
子
補
給
金
額
年
間

一
律
4
万
円

(
1
か
年
限
り
)

提
出
期
限

3
月
氾
日
閃

学
校
給
食
週
間
作
昂
展

学
校
教
育
課

(
内
線
3
6
4
)

給
食
週
間
に
お
け
る
行
事
の
一
つ
と

し
て
、
市
内
児
童
の
学
校
給
食
に
関
す

る
作
品
、
学
校
給
食
関
係
資
料
を
展
示

し
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

期
間

2
月
7
日
出
i
9
日
何

会
場
市
コ
ミ
セ
ン
展
示
品

図
画

(
ポ
ス
タ
ー
)

ル
・
レ
プ
リ
カ

標
語
・
作
文
・
パ
ネ

第
何
回

勤
労
志
向
少
年
ホ
ー
ム
ま

つ
り

勤
労
青
少
年
ホ
l
ム

(宮
③
1
3
5
3
)

利
用
者
が
1
年
間
に
習
得
し
た
成
果

を
発
表
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。

日
時

2
月
辺
自
由
、
午
前
日
時
l
午

後
4
時

場

所

市

勤

労
青
少
年
ホ
ー

ム
展
示
生
花
(
池
坊
・
新
池
坊
・

専
正
池
坊
・
安
達
流
)
・
パ

ッ
チ
ワ
ー

ク
・
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
・
ぺ
ン
習
字

実
演
バ
ン
ド
演
奏
・

着
物
着
付

バ
ザ

l

お
で
ん
・

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

茶
会

宗
偏
流

平
成
叩
年
度

「
児
童
ク
ラ
ブ
」

入
所
説
明
会

各
児
童
ク
ラ
ブ

対
象
共
働
き
、
父
子
、
母
子
家
庭
お

よ
び
そ
の
他
の
事
情
で
、
下
校
後
の
児

童
の
保
育
に
欠
け
る
小
学
校
1
年
生
1

3
年
生

開
所
時
間
下
校
後
j
午
後
5
時
却
分

(月
j
金
)

第
1
・
3
土
曜
日
:
・
午
前
日
時
j
午
後

5
時
部
分

第
2
・
4
土
曜
日
・
:
午
前
8
時
l
午
後

5
時
初
分

(
長
期
休
み
も
同
じ
)

ク閏
ル違
マい

徳 選 だ
大 び§
寺 981才
有 年の
望版
三宮島=

“環境時代"で幕開けを感 じさせるハイブ

リッド・カーの出現で、クルマ界に空前の大

転換が始ま った !

全篇書き下ろしで全車種を徹底批評するお

なじみのシリーズ1998年版。

クラブ名 説明場所 問い合わせ 校区

くさ ぶ えクラブ 富の原小横森動物病院前 包⑮ 1582 富小・竹小

にんじんクラブ 竹松小横実天宮会館内 宮⑤ 78 3 2 竹小・富小

ほうこクラブ 松並 2丁目公民館長 合⑫ 21 9 4 放小

さくらんlまクラブ 中央幼稚園内 告② 3339 西小・中小

あさひっこクラブ 木場パス方向転換所前 告⑪ 6290 旭小

と ま と ク ラブ 大村幼稚 園 内 E⑪ 643 8 大小

コ 城 ク ラブ |旧 保 健 所 目リ E⑪ 4 6 7 6 コ城小

※印かんをど持参ください。2月8日(日)、午前10時~正午日時説明会

レディ-ジョー力一上・下(高村薫蓄)/ブ
レイン-ヴァレ-上・下(瀬名秀明著)/宇
喜多秀家(津本陽蓄)/イントラネット ク
ーデタ一(江波戸哲夫蓄)/一行詩「ああ青
書J (吉村英夫撰蓄)/映画日和(竹中直人-

岩松3蓄)/誘拐 (G.ガルシア=マルケス
蓄)/マザー・テレサ語る(ルシン夕、・ ヴァ
ーディ編)/なにもかも話してあげる(ドロ
シー・アリスン蓄)/二ミッツ -つラス(パ
トリック-ロビンソン著)/セロ二アス -モ
ンク(ローラン-ド-ウィルド蓄)

この他にもたくさんの新着図書を用意しています。

どうぞ、ご利用ください。

市立図書館 (ft@2457)問い合わせ

- 17-



(代表)

市役所

公53-4111

姉妹都市・友怒都市

コーナーを新設
嗣ιプ三二二 一二込掃

市役所市民課前のロビーに、姉

妹都市であるポルトガル共和国シ

ントラ市と友信都市である中華人

民共和国上海市関行区との関係昂

を展示した I姉妹都市 ・友沼郡市

コーナーjを新たに設置しました。

市役所へお見えの際にぜひご覧

ください。

問い合わせ
大村市振興公社(内線377・496)問い合わせ

企画調整課(内線222)

新
年
慶
祝
交
歓
会
の
お
礼

1
月
5
日
開
催
の
新
年
慶
祝
交
歓
会
に
は
、
多

く
の
皆
様
方
に
ご
参
加
頂
き
、
盛
大
に
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
会
は
、
市
民
の
多
く
の
皆
様
に
参
加
し
て
頂
く
た
め
会
費
制
で

行
っ
て
い
ま
す
。
来
年
も
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

っ
す
ど
も
劇
場
例
会

大
村
子
ど
も
劇
場(宮

⑬
7
0
6
3
)

一¥¥

fシーハットおおむらj l 
i 使用受付開始しました 11 

l! 市民のスポーツ 文化の振興を目的とした「シーハ 、ソトお け
i おむら(体育文化センター)Jの設置条例が去る附議会で

| 可決され、正式に使用料金が決まりましたので使用受付を開

始します。

「シーハットおおむら」は、主な施設としてメインアリーナ・

サブアリーナ・さくらホールがあり、この全面使用について

は1年前(例平成11年4月15日は、平成10年4月1日)から 、

各コートの部分使用は1か月前からの受付が可能です。

メインアリーナは、バスケットボールコートが3面、サブ

アリーナでは1面のスペースがあります。また、さくらホー

ルは500席の文化ホールで、リハーサル室を備えています。

なお、 「シーハットおおむらJのオープンは7月28日を予

定し、一般の利用はその翌日からとなっていますので、ご注

意願います。

。
第
付
け
回
高
学
年
例
会
「
ト
キ
が
滅
び

る
と
き
」

(
劇
団
風
の
子
)

日
時

2
月
日
日
也
、
午
後
7
時
1

8

時
5
分
会
場
本
経
寺
講
堂

。
第
市
町
思
低
学
年
例
会
「
い
ら
っ
し
ゃ

い」

(
劇
団
風
の
子
)

日
時

2
月
お
日
制
、
午
後
6
時
却
分

j

7
時
却
分

会
場
市
民
会
館

会
費
会
費
よ
り
(
当
日
入
会
で
き
ま

す
。
2
、

0
0
0
円
)

お
り
が
み
で
あ
そ
ぼ
う

中
地
区
公
民
館
(
宮
@
1
3
7
6
)

お
り
が
み
で
、
季
節
の
行
事
を
折
っ

て
遊
び
ま
す
。
参
加
料
は
無
料
で
す
。

誰
で
も
自
由
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

2
月
紅
白
出
、
午
後
2
時
1
4

時

場

所

中

地

区

公

民

館

内

容

「
お
ひ
な
さ
ま
」
持
参
品
は
さ

み
・
ボ
ン
ド

女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
講
習
会

;
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
の

交
通
事
故
が
増
え
て
い
ま

す

;

交
通
安
全
協
会
(
岱
⑬
9
8
8
9
)

女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
女
性

を
対
象
に
し
た
運
転
者
講
習
会
に
参
加

し
ま
せ
ん
か
。

家
庭
の
主
婦
が
交
通
事
故
か
ら
わ
が

家
を
守
る
主
役
の
座
を
占
め
て
い
ま

す
。
わ
が
身
を
含
め
て
交
通
安
全
を
も

う
一
度
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

日
時

2
月
M
日
閥
、
午
後
1
時
却
分

1
3時
場

所

大

村

警

察

署

内

容

映
写
会
・
交
通
安
全
講
話

-18-

空
室
あ
り
ま
す

申
込
期
限

2
月
日
日
仰

抽

選

日

2
月
初
日
⑥
、

午
前
叩
時
初
分
j

入

居

日

3
月
1
日
目

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

建
築
課
(
内
線
4
4
1
)

市
営
住
宅
入
居
者

種別 住宅名 戸数 間取り 家賃 (月額・円)

池 田 1 3DK 15，500 
1 久原第 2 1 3DK 21，100 

種 城 1 3DK 25，200 一
原 口 1 3DK 27，200 

池 田 1 3DK 12，000 
2 原 口 1 3DK 19，200 

種 松並第 1 2 3DK 23，300・23，500

中 央 1 3DK 27，000 

※

2
種
の
池
田
ア
パ
ー
ト
は
車
い
す
向

住
宅
で
す
。

※
公
営
住
宅
で
は
、
犬
・
猫
等

ペ
ッ
ト
類
の
飼
育
・
持
ち
込

み
は
で
き
ま
せ
ん
。

‘，

劣
M
J
M
a"

7
H

a
、、、.
6



(代表)

市役所

ft53-4111 

-Ad峰三J44ぞLてω

明日の親のための学級
《マタニティースクール》を開きます

新婚さん、妊婦さん、これから結婚されるみなさんを対象にした
内容です。講師はそれぞれの専門の先生が担当されます。
お気軽にご参加ください。これからパパになる人も歓迎です。

期間 2月4日(水)-3月18日(樹計7圃
会 場中地区公民館 共催 健康増進課
募集人員 約30人
受講料無料 (ただし教材費として500円程度必要です)
申し込み・問い合わせ 電話またははがきで中央公民館まで

(本町413番地2 包⑪ 31 6 1) 

干新郵便番暑のお知らせ

、h
J

…

品川
N

…

…
口
同
…

A
4
…
 

…
同
月
…

A
4
…
 

郵便番号が7ケタになります

新しい郵便番号簿で確認を

開催日 時間 内 台同旬、

2/4 13 : 30 く〉素敵なお母さんになるために一本との出会い

(水)
く〉妊娠中の保健

16 : 00 。映画 『生命の創造』

2/12 13 : 30 。妊婦の歯と健康

(木)
く〉歯のブラッシング指導

16 : 00 く〉手作りおもちゃをつくろう!

2/18 9 : 30 く〉妊娠中の栄養の摂り方について

(水)
く〉調理実習

13 : 00 く〉仲間づくり(話し合p)

2/25 13 : 30 く〉母子用具のそろえ方 ・産後の保健

(水)
く〉育児について ・おっぱいの手入れ

16 : 00 く〉入浴のさせ方(実習)

3/6 18 : 30 お父さん出番ですよ パート 1)

(金)
く〉ビデオ [お父さんへ~赤ちゃんからのメッセージJ

20 : 00 く〉入浴の させ方(実習)

3/13 18 : 30 お父さん出番ですよ ノfート2)

(金)
。母乳育児と父親の役割

20 : 00 

3/18 13 : 30 く〉お産の経過について

(水)
く〉ラマーズ法-妊婦体操

16 : 00 く〉産後の過ごし方 ・出産プラン

日程

l it弘通- | 

10 : 00---11 : 00 
14 : 00---15 :∞ 2/14(土)EJf::13

ひとり おお力、み こ

01人ぽっちの狼と7ひきの子やぎ(アニメ18分)
てんぐ はね

O天狗の羽うちわ (アニメ12分)

こぎつねのおくりもの (アニメ30分)

2/14(土) 中地区公民館 10: 00---11 :∞ 
まえ

ナオミさんはふたり前?
にひき ねこ げんき hぞく

二匹の猫と元気な家族
みず たね

水の種

(アニメ20分)

(アニメ25分)

(アニメ12分)

ぼ
し
ゅ
う

声
の
市
政
だ
よ
り
希
望
者

福
祉
課
(
内
線
1
5
7
⑤
番
窓
口
)

F
A
X
⑬
1
9
7
8
 

市
で
は
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

「声
の
会
」
の
協
力
を
得
て
、
市
政
だ
よ

り
を
朗
読
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
を
録

音
し
た
テ
l
プ
を
配
付
し
て
い
ま
す
。

視
力
に
障
害
を
お
持
ち
の
方
な
ど
テ

ー
プ
の
配
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お

気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
電
話
、

F
A
X
に
よ
る
お
申
し
込
み

も
可
能
で
す
。
皆
様
の
応
募
を
お
待
ち

し
て
ま
す
。

自
宅
で
一
高
校
卒
業
が
で
き
る
!

長
崎
西
高
通
信
制
生
徒

県
立
長
崎
西
高
等
学
校
通
信
制

(
2
0
9
5
1
8
6
1
1
4
6
6
 

4
)
 

い
つ
で
も
、
だ
れ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

働
き
な
が
ら
、
家
事
の
か
た
わ
ら
自
宅

で
学
習
を
進
め
(
登
校
は
日
曜
日
に
月

2
回
)

4
年
間
で
県
立
長
崎
西
高
校
を

卒
業
で
き
ま
す
。

学
費

年
額
1
万
5
、
0
0
0
円
程
度

願
書
受
付

3
月
2
日
刊
i
担
日

ω正

午
ま
で

入
学
審
査

書
類
審
査

(編

入
学

・
転
入
学
は
面
接
も
実
施
し
ま
す
)

へ
来未ふれあって

大村駅前支庖

西大村支庖

大 村支 庖

竹 松支 庖②垣並立
TEL 52-2111 
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(代表)

市役所

公53-4111

続
'98ミス大村募集

ステキなお嬢さんを…
皆さんの友達や職場、町内に「ミス大村Jにふさわしい
お嬢さんがおうれましたうご推薦ください。

満18歳から25歳まで (4月1日現在)の未婚

の女性で市内に居住している人(高校生を

除きます)

最近5か月以内の写真と備え付けの申込書

に必要事項を記入して申し込んでください。

※写真は手札型 (82X120mm)で上半身と全身の各1枚

船大村市観光協会・大村市観光課・大村市観光案内所

3月15日(日)、午後1時場所大村商工会議所(非公開)

※ミス大村としては、ミスおおむら桜…1人・ミス花菖蒲…1人を決定

※今回の任期は平成11年3月末日までです。

2月28日(士)必着

大村市観光案内所(干856-0831

応 募資格

申込書設
置 箆所

審査

1iI5募方法

合② 36 0 5) 東本町 1-1

応募締切

申し込み
問い合わせ

小
学
生
の
た
め
の
国
際
交
流
事
業

「
第
辺
ロ
ち
び
っ
芸
探
横

ヨ
ロ
ン
由
一
巴
参
加
者

国
際
青
少
年
研
修
協
会

(干

1
6
0

東
京
都
新
宿
区
四
谷

2
1
1
大
村
ビ
ル
3
F
2
0
3
1

3
3
5
9
1
8
4
2
1
)
 

期
間

3
月
お
日
制
1
4
月
1
日
制
場

所
鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町
定
員

4
6
0
人
(
小
学
3
年
生
以
上
)

費
用
発
着
地
に
よ
り
異
な
り
ま
す

(
発
着
地
の
希
望
が
あ
る
場
合
は
、
事
務

局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
)

申
込
締
切

3
月
9
日
間

事
業
説
明
会

日
時
2
月
辺
日
側、

午
後
3
時
1
4
時

却

分

場

所

福

岡

朝
日
ビ
ル
(
福
岡
市
博
多
区
8
0
9
2

1
4
3
1
1
2
2
8
)
 

平
成
印
年
度

公
正
取
引
委
員
会

消
費
者
モ
ニ
タ
ー

商
工
課
(内
線
2
4
1
)

消
費
者
の
皆
様
か
ら
日
常
の
生
活
経

験
に
照
ら
し
た
率
直
な
意
見

・
要
望
や

情
報
を
消
費
者
行
政
に
役
立
て
て

い
く

た
め
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

資
格
却
歳
以
上

任
期
4
月
か
ら

平
成
日
年
3
月
末
ま
で
仕
事
内
容

・
モ
ニ
タ
ー
研
修
会
(
年
2
回
)
に
出

席
・
年
数
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
回

答

・
自
由
通
信
に
よ
り
消
費
者
と
し
て

の
意
見
、
要
望
、
情
報
を
随
時
提
供
・

公
正
取
引
委
員
会
が
お
願
い
す
る
調
査

に
協
力
(
法
律
等
専
門
的
な
知
識
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
)
謝
礼
年
額
1
万

2
、
0
0
0
円
(
予
定
)
(
モ
ニ
タ
ー
研

修
会
へ
の
出
席
旅
費
と
ア
ン
ケ
ー
ト
な

ど
の
通
信
費
を
含
み
ま
す
)
申
込
期

限

2
月

6
日
制

「
エ
コ
ラ
イ
フ

・
1
0
0
万

人
の
翠
一一
い
」
へ
の
参
加
者

全線 0県
課 2 9環
_____ 3 5境

内5 I 保
線 38全
1 '---' 2課

;ま 4環
た |境

吋は 1企
:市 1画
7環 1班
ニ境 1_____ 

保内包

「
エ
コ
ラ
イ
フ
・

1
0
0
万
人
の
誓

い
』
は
、
地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
た
め
に

一
人
ひ
と
り
が
日
常
生
活
で
で
き
る
こ

と
を
知
り
、
実
行
し
よ
う
と
い
う
運
動

で
す
。
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
地
球

温
暖
化
を
防
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

参
加
方
法
電
話
、

F
A
X
、
イ
ン
タ

ー、ネ

ッ
ト
、
は
が
き
の
い
ず
れ
か
で
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。
(
応
募
方
法
に
つ
い

て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
)

応
募
期
限

3
月
担
日

ω

※

「誓
い
」
に
つ
い
て
は
、
地
球
温
暖

化
防
止
に
役
立
つ
行
動
の
ロ
の
選
択
肢

の
中
か
ら
選
ん
で
い
た
だ
く
ほ
か
、
自

分
独
自
の
取
り
組
み
を
登
録
し
て
い
た

だ
く
こ
と
も
可
能
で
す
。

世
の
選
択
肢
の
問
い
合
わ
せ

環
境
保
全
課
(
内
線
1
4
2
・
1
4
4
)
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平
成
印
年
慶

大
村
建
設
技
術

専
門
学
院
生
徒

大
村
建
設
技
術
専
門
学
院

(包
③
8
3
8
8
)

訓
練
科
建
築
設
計

期
間

2
か
年

(
夜
間
)
日
時
毎
週
月
・
火
・
水
曜

日
、
午
後
6
時
却
分
j
9
時

申
込
期
限

3
月
お
日
側

ス
ポ
ー
ツ

市
長
杯
争
奪

市
民
サ
ッ
カ
ー
大
会

市
サ

ッ
カ
ー
協
会

柴

田

谷

@
6
7
8
2
)

サ
ッ
カ
ー
を
愛
す
る
仲
間
た
ち
が
好

プ
レ

l

・
珍
プ
レ
ー
を
発
揮
す
る
市
民

サ
ッ
カ
ー
の
日
で
す
。

期

日

4

月

5
日
間

・
ロ
目
印

場
所

浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ン
ド
ほ
か

資
格
市
内
在
住
者
お
よ
び
市
内
職
場
、

職

域

で

働

い

て

い

る

人

参

加

料

7
、
0
0
0
円
(
保
険
料
を
含
み
ま
す
)

申
込
期
限

2
月
H
日

ω

ナ
イ
タ
ー
抱
選
会
の
会
場

と
巴
程
が
変
わ
り
ま
す

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
(
内
線
3
6
6
)

3
月
分
:
・
2
月

m日
俗
、
市
役
所
第
7

会
議
室

4
月
分
:
・3
月
初
日
樹
、
市

役
所
第
7
会
議
室

市
民
オ
リ
エ
ン

一ア

l
リ
ン
ク
大
会

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
(
内
線
3
6
6
)

期
日

3
月
8
日
制

※
荒
天
時
は

3

月
日
日
間

集
合
場
所
横
山
頭
公
民

館

(大
多
武
バ
ス
停
か
ら
左
折
約
1
凶

受

付

午

前
8
時
お
分
j

m
分

ス
タ

ー
ト

午
前
9
時

(解
散
予
定
午
後

1
時
)

場
所

東
大
村
1
丁
目
周
辺

種

目

A

コ
l
ス
8
凶
:
・中
学
生
以
上

B
コ
l
ス
5
凶
・
:
家
族
組
(
成
人
1
人

一2月のGIゆ..一ー
市民相談コーナー (秘書広報課)ですべ

て無料で行っています。お気軽にご相談く
ださい。

を
含
み
ま
す
)
パ
ー
テ
ィ

ー
構
成

1
グ
ル
ー
プ
4
人
以
内
を
原
則
と
し
、

家
族
組
に
は
必
ず
お
歳
以
上
の
人
が
同

行
し
て
く
だ
さ
い
。

持
っ
て
く
る
も

の

赤
ボ
ー
ル
ペ
ン

・
弁
当

・
水
筒

・

雨
具
な

ど

申

込
方
法

参
加
料
(
保

険
料
を
含
み
ま
す
)
高
校
生
以
上
5
0

0
円
、
中
学
生
以
下
(
幼
児
を
含
み
ま

す
)
3
0
0
円
を
添
え
て
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
ま
で

申
込
締
切

2
月
初
日
働

(5木日) 人権相談 10 : 00-15 : 00 

1(木2日) 行政相談 9 : 30-12 : 00 

1(8水日) 法律相談 10 : 00-15 : 00 

2(4火日) 交通事故相談 10 : 00-16 : 00 

2(5水日) 年金相談 10 : 00-15 : 00 

2(7金日) 不動産相談 13 : 00-16 : 00 

※法律相談は申し込みが10人になり次第締め切ります。 I
※受け付けは午前8時30分からです。(電話での受け付け i 
はいたしません)

・・・四・・・田・回・ー・圃・圃帽圃・・・圃・・・圃・圃・・・・回・"・田・圃・・・圃..1

健康テレホンサービス

包 (095)826-5511

第
ア
回

大
村
マ
ス
タ
i
ズ

陸
上
競
技
大
会

長
崎
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
連
大
村
支
部

川
島

(包
③
4
2
8
2
)

期
日

4
月

5
日
間

(
雨
天
決
行
)

会

場

市

営
陸
上
競
技
場

種
目

1

万
メ
ー
ト
ル

・
棒
高
跳
び
を
除
く
全
種

目

参
加
資
格

男
子
お
歳
以
上
、
女

子
部
歳
以
上

(
4
月
5
日
を
基
準
)

参
加
料

1
種
目
2
、
0
0
0
円

2

種
目
3
、
5
0
0
円

3
種
目
5
、
0

0
0
円
申
込
期
限

3
月
お
日
制

柔
道
教
室
生
徒
募
集

柔
道
協
会浦

山

(
岱
③
3
3
5
5
)

練
習
日

毎
週
火

・
木

・
土
曜
日

時

間

午
後
6
時
1
8
時

場
所

市
武

道
館

会
費

月
額

2
、
0
0
0
円

月 過換気症候群一過剰な呼吸による全身の病気

2 火 胃腸手術後の注意
月

水 小児の夜尿症の
ア 木 目の痛み

マ 金 乳幼児の歯みがき

土-日 腎臓結石の予防①ー食事による予防

久原公園利用者へお願い

おかげさまでたくさんの利用をいた

だいている久原公園ですが、市道に路

上駐車されている人が多く 、付近住民

の迷惑になっています。

車での来園はご遠慮、ください。

iお 1W 『有明海撮影会j

3月15日(日)

「柳川漁港」付近

七浦むつごろう会館j付近

4，000円

申込 fi53-5535 

おー釘
j

ぉ
4議 紛争協呼

美しい記念写真は一生の宝 でホ

写真tltTrt
IKEDA PHOTO ART訂UDめ

〒856-0831長崎県大村市東本町345

TEL 0957-53-553回世
FAX 0957-53-3756 

ご卒業・ご入学記念写真
ご予約承り中
・ランドセル (黒、赤)は準備しております。
・庖内駐車場は 約10台収容できます。
・長崎イン合一ナショナルホテル写真室にて
も撮影承ります。予め本庖までご予約下さ

-21-



(代表)

判
'}
宏
同
.
北
』
'

り一

u
i
あ
り
が
と
う
ご
、
ざ
い
ま
し
た

(敬語)

ご
好
意

市役所

fi53-4111 
。
香
典
返
し

社
会
福
祉
基
金
へ

V
森
哲
夫
(
竹
松
本
町
)

金

一
封
V
古
田
ア
ツ
子
(
松
原
本
町
)
叩
万

円
V
土
井
道
雄
(
雄
ヶ
原
町
)
叩
万
円
V
上

野
ナ
カ
(
上
諏
訪
町
)

5
万
円
V
岩
本
森
巳

(
中
岳
町
)
日
万
円
V
石
田
都
子
(
武
部
町
)

金
一
封

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
田
中
綾
子
(
西
大
村

本
町
)
叩
万
円
V
林
田
園
夫
(
武
部
町
)
日

万
円

文
化
基
金
へ

V
末
岡
重
雄
(
上
諏
訪
町
)

5

万
円

。
一
般
寄
付

社
会
福
祉
基
金
へ

V
成
山
敏
雄
(
原
口
町
)

金

一
封
V
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
l
ト
末
吉
岩
松
駅

前
屈
(
岩
松
町
)

4
、
8
1
4
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
メ
ロ
デ
ィ
ー
フ
ェ
ア

実
行
委
員
会
H
m万
円
V
九
州
電
力
側
大
村

営
業
所
H
m万
2
、
5
0
0
円

大
村
幼
稚
国
へ

V
大
村
幼
稚
園
P
T
A
H
ワ

イ
ヤ
レ
ス
ア
ン
プ
・
バ
ラ
ン
ス

一
輪
車
ほ
か

福
重
小
学
校
へ

V
皆
同
老
人
会
婦
人
部
H

ぞ

う
き
ん

郡
中
学
校
へ

V
側
富
士
興
産
H
記
念
広
場
造

成
工
事

一
式

清
和
圏
へ

V
親
奉
会
(
森
安
太
郎
・
小
下

一

義

・
末
永
辰
夫

・
松
尾
謙
)
理
容
奉
仕
V
大

村
市
遊
技
場
組
合
H
お
し
ぼ
り
V
大
琴
の

会
日
琴
・
歌
慰
問
V
萱
瀬
中
学
校
1
年
生
H

交
流
慰
問
(
ゲ
l
ム

・
ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
・

群
読
な
ど
)

V
玖
島
中
学
校
1
年
生
日
交
流

慰
問
(
ゲ
l
ム
・
紙
芝
居
・
歌
な
ど
)

V
九
州
花
王
販
売
側
長
崎
支
庖
佐
世
保
営
業

所
U
花
王
製
品
V
滝
野
ミ
チ
子
(
大
川
田
町
)

さ
つ
ま
芋

慈
恵
粧
へ

V
赤
木
信
雄
(
富
の
原
1
丁
目
)

車
い
す
磨
き
V
下
川
宣
義
(
富
の
原
1
丁
目
)

車
い
す
磨
き
V
大
村
市
理
美
容
組
合
H
理
髪

奉
仕
V
早
川
ヤ
エ
子
(
植
松
3
丁
目
)
衣
類

V
大
村
陸
上
自
衛
隊
吹
奏
楽
部
H
演
奏
訪
問

V
大
村
市
遊
技
場
組
合
日
お
し
ぼ
り
V
永
淵

屋
H
ま
ん
じ
ゅ
う
V
門
口
サ
カ
エ
(
福
江
市

松
山
町
)

5
万
円
V
山
口
敏
郎
(
久
原
1
丁

目
)
日
万
円
V
城
谷
す
み
え
(
長
崎
市
清
水

町
)
却
万
円
V
即
日
本
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
選
手

会
長
崎
支
部
H
2
万
円
V
九
州
花
王
販
売
鮒
長

崎
支
庖
佐
世
保
営
業
所
H
花
王
製
品
一
式

泉
の
呈
へ

V
九
州
電
力
側
大
村
発
電
所
青
年

部
U
輪
投
げ
セ

ッ
ト

・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
V
大
村
民
踊
愛
好
会
支
部
幸
会
リ
石
け

ん

・
タ
オ
ル
・
1
万
円
・
テ
ィ
ッ
シ
ュ

V
立

正
佼
成
会
H
供
養
V
登
貴
和
木
会
H
奉
仕
V

永
測
屋
H
ま
ん
じ
ゅ
う
V
大
村
市
遊
技
場
組

合
H
お
し
ぼ
り
V
松
尾
昭
二
(
諏
訪
1
丁
目
)

タ
オ
ル
V
平
野
嘉
助
(
長
崎
市
梁
川
町
)
慰

問
V
側
九
州
ク
マ
リ
フ
ト
リ
1
万
円
V
川
上

園
喜
(
徳
泉
川
内
町
)
花
V
土
井
道
雄
(
雄

ヶ
原
町
)
日
万
円
V
大
村
市
古
賀
島
キ
リ
ス

ト
教
会
ぶ
ど
う
の
会
H

奉
仕
V
船
日
本
モ
ー

タ
ー
ボ
ー
ト
選
手
会
長
崎
支
部
H
2
万
円
V

武
部
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
勉
強
会
U

お
子
玉
・
タ

オ
ル

う
ぐ
い
す
の
丘
へ

V
野
口
ハ
ツ
(
東
大
村
1

丁
目
)
童
謡

・
歌
謡
曲

・
読
み
聞
か
せ
交
流

V
大
村
市
遊
技
場
組
合
H
お
し
ぼ
り
V
J

A

葵
の
会
H
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
V
福
田
志
津

子
(
赤
佐
古
町
)
生
け
花
V
土
井
道
雄
(
雄

ヶ
原
町
)
叩
万
円
・
ソ
ー
セ
ー
ジ

V
宇
土
ヨ

シ
(
木
場
1
丁
目
)
相
撲
甚
句
・
一
二
昧
線
演

奏
他
交
流
V
平
川
深
雪
(
東
本
町
)
民
踊
交
流

大
村
子
供
の
家
へ

V
梅
野
幸
代
(
須
田
ノ
木

町
)

5
万
円
V
他
日
本
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
選

手
会
長
崎
支
部
川
2
万
円
V
手
作
り
の
会
ぐ

り
ん
ぴ
l
す
け
4
万
円
V
偏
地
研
H
m万
円

V
長
崎
県
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施
設
営
業
者

協
会
リ
玩
具
V
九
州
電
力
側
労
働
組
合
H
も

ち
つ
き
・
慰
問
・
水
筒
V
N
T
T
大
村
営
業

所
リ
カ
レ
ン
ダ
ー
付
貯
金
箱
V
九
州
花
王
販

売
側
長
崎
支
庖
佐
世
保
営
業
所
H

花
王
製
品

一
式
V
竹
松
駐
屯
地
第
3
2
7
高
射
中
隊
H

ジ
ュ

ー
ス

V
竹
松
駐
屯
地
第
3
2
9
高
射
中

隊
H
菓
子
V
大
村
駐
屯
地
H
も
ち
つ
き
招

待
・
菓
子
・
み
か
ん
V
赤
水
清
春
(
本
町
)

1
万
円

大
村
パ

i
ル
ハ
イ
ム
へ

V
大
村
市
遊
技
場
組

合
リ
お
し
ぼ
り
V
九
州
花
王
販
売
側
長
崎
支

庖
佐
世
保
営
業
所
U
花
王
製
品

一
式

光
と
緑
の
菌
向
陽
寮
乳
児
院
へ

V

コ
1
プ
な

が
さ
き
大
村
支
所
職
員
有
志
H
菓
子
V
人
形

劇
ゆ
で
ピ
!
日
人
形
劇
V
お
話
し
の
会
H

読

み
聞
か
せ
V
九
州
花
王
販
売
制
長
崎
支
庖
佐

世
保
営
業
所
リ
花
王
製
品

一
式
V
米
軍
佐
世

保
基
地
日
慰
問
V
陸
上
自
衛
隊
大
村
部
隊
リ

も
ち
つ
き
大
会
招
待

さ
っ
き
園
へ

V
九
州
花
王
販
売
制
長
崎
支
庖

佐
世
保
営
業
所
U
花
王
製
品

一
式

ベ
イ
サ
イ
ド
大
村
ヘ

マ
二
浦
西
老
人
会
H

も

ち
米
・
も
ち
つ
き
V
互
寿
会
H
も
ち
つ
き
・

演
芸
慰
問
V
原
秀
雄
(
西
部
町
)
み
か
ん
・

畑
作
業
V
あ
ゆ
み
会
H
舞
踊
慰
問
・
菓
子

V
吉
野
満
次
(
高
来
町
)
カ
ラ
オ
ケ
慰
問
V

平
野
嘉
助
(
長
崎
市
)
カ
ラ
オ
ケ
慰
問
V
佐

古
義
巳
(
西
部
町
)
畑
作
業
V
原
口
辰
巳

(
西
部
町
)
畑
作
業
V
渡
辺
光
次
(
池
田
町
)

ビ
l
ル
V
九
州
花
王
販
売
船
長
崎
支
庖
佐
世

保
営
業
所
リ
花
王
製
品

一
式

サ
ン
ラ
イ
フ
へ

V
九
州
花
王
販
売
船
長
崎
支

庖
佐
世
保
営
業
所
H
花
王
製
品

一
式
V
永
測

屋
U

ま
ん
じ
ゅ
う

め
ぐ
み
荘
へ

V
九
州
花
王
販
売
船
長
崎
支
庖

佐
世
保
営
業
所
H
花
王
製
品

一
式
V
サ
ロ
ン

ド
・
サ
ワ
H
理
容
奉
仕

ワ
ー
キ
ン
グ
ヒ
ル
ス
へ

V
藤
井
ス
ナ
子
(
久

原
1
丁
目
)
農
園
芸
作
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
V

河
野
祥
枝
(
幸
町
)
縫
製
作
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
V
吉
野
直
道
(
西
彼
杵
郡
多
良
見
町
)
農

園
芸
作
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
V
九
州
花
王
販
売

側
長
崎
支
庖
佐
世
保
営
業
所
H
花
王
製
品
一

式
V
田
川
丈
夫
(
荒
瀬
町
)
み
か
ん

大
村
市
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
へ

V
岩
永
ゆ

か
り
(
久
原
2
丁
目
)
叩
万
円

点
訳
朗
読
奉
仕
声
の
会
へ

V
大
村
中
央
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
H
高
速
ダ
ビ
ン
グ
機

2月の競艇
• 3 日 ~8 日

ウインターカップ競走

. 11 日 ~15 日

・ 18 日 ~22 日

オール進入固定レース

.27 日 ~3月 2 日

お詫び
新年 1月号広報おおむら1頁(表紙)で

rQ7.野岳湖を約500年前につくったjは、

「約334年前jの誤りです。お詫びし訂正します。

重|・価格/864.8万円-1，041.0万円

書|・最多価格帯/900万円台 (4区画〕

el・土地面積/178.70凶-245.82ni

長崎県宅地建物取引業箇会会員 宅地建物取引業免許長崎県知事 D 第2694

〒[;lffil 長崎県大村市東本町i.fICl番地 . 

官 (0957)54・~1j""1 WJ.i:i..Tti.i!:E・[!M*J・
-22 

き大村都市開発伽l
第 3セクター.

分譲宅地販売申
「ー一寸・所在地/大村市上諏訪町1103
|物 | ・開発面積/4，290.83nl .総区画数/17区画 ・販売区画数/8区画
l司羽 l・地目/宅地 ・用途地域/用途地域の指定のない区域

|件1:室長づ241:?去勢拡24%
1;睡ml・交通/諏訪駅中諏訪パス停徒歩20分西小徒歩25分、西中徒歩35分
l唱拘働l・開発許可番号/長崎県指令6建第696号
|要 |納税特別措置法通知書/7水土 (申)第61号
I~I・設備/ガス ープロパン集中配管ガス、水道 市水道、 電気ー九州電力、
」一一」 雑排水各戸浄化槽設置義務付(市の補助あり)

月末日



康力レ:1'9'-2周
18 当番医 1伊 1歳 6か月児健康診査 市コミセン

(内・外)渡辺医院 松原1丁目 fi@8275 ⑧13:00-13:30 ⑧⑮は12日と同様

(目) (眼) みね眼科 東本町 宮@3011

15日当番医

智 一般健康相談 市役所健康相談室 13:00-16:00 (内・小)寺井医院 玖島1丁目 fi(@3574 

⑮血圧測定 体指肪量測定栄養相談ほか (8) (整) 貞松病院 東本町 fi@1161 

乳幼児すくすく健康相談 松原出張所 乳幼児すくすく健康相談 竹松出張所

3日
⑧13:30-15: 00 ⑮小児がん(神経芽)の検査 ⑧9:30-11: 00 ⑪離乳食教室 小児がん(神経芽)

セットを渡します。育児相談

18日
の検査セ ットを渡します。育児相談 身長体重測定

ω リハビリ教室「根気の会」 福祉センター
健康よろず相談 竹松出張所 13:30-15:30

13:30-15 :30 ⑮年間計画 ・言語訓練 何 ⑧血圧・コレステロール・貧血・肥満など気になる方・

介護面の相談(訪問指導・市訪問リハビリ・リハビリ

4日 マタニティースクール~明日の親のための学級 (1) ~ 教室・保健福祉サービスについての相談合む)

中地区公民館 13:30-16:00 健診結果説明・体脂肪測定 ⑮健康手帳

(水) ⑮母子健康手帳 テキスト「母と子のために」 17ω 目 リハビリ教室「根気の会J 中地区公民館

3歳児健康診査 市コミセン 10:00-13:00 ⑮調理実習

5日 ⑧113:00-13:30 ⑧平成6年8月生まれ(平成6年

18日マタニティースクール~明日の親のための学級 (3 ) ~

例。
2月-7月生まれでまだ受けていない人も受診 して

中地区公民館 9:30-13:00 
くださp) (水) ⑮母子健康手帳 ・エフ。ロン
⑮母子健康手帳、問診票、子供用歯ブラシ

qp 成人の健康相談 福祉センタ- 13:00-15:00 19日
3歳児健康診査 市コミセン ⑧13:00-13:30 

⑧40歳以上 ⑮血圧測定
@⑮は5日と同様

。同

88 当番医
献血車巡回日 市役所玄関前 9:30-11:45

(内) 川本内科医院 久原1丁目 fi@5675 

23F 
成人の健康相談 福祉センター 13:00-15 :00 

(8) (産) 大村中央産婦人科水主町2丁目 fi(@3850 ⑧⑮は6日と同様

9目
ことば、の教室 市役所第9会議室 2由1自9:30-16:00 (初めての人は、市・健康増進課まで 耳とことば、の相談 福祉センター 13:00-15 :00 

冊
電話で申し込んでくださ p)
⑮母子健康手帳⑧ことばの発達が気になる幼児 22日当番医

(内・消)南野クリニ ック 乾馬場町 宮⑬2233

乳幼児すくすく健康相談 福得?祉を了セft(ン骨申暫タ書明言iZ模ZF索) 
(日) (眼) 長津眼科医院 沖田町 宮⑬9300

10日
⑧9:30-11:00⑧4か月児

23目日⑧13:30-15: 00⑮10か月児以上 ) 
ことば、の教室 市役所第9会議室 9:30-16:00

ω ⑧⑮は9日と同様
⑮子供用歯ブラシ(現在使用中のもの)または

ガーゼがあれば持参してください 25日マタニティースクール~明日の親のための学級 (4) ~
中地区公民館 13:30-16:00 

11目 当番医 (水) ⑮母子健康手帳

(水・冊
(内・消)さくらクリニ ック池田1丁目 fi@8819 

幼児教室(お口の健康と食生活)(耳・咽)わたなべ耳鼻咽喉科杭出津2丁目 宮(@2003

28。同目 市役所第8・9会議室
1歳6か月児健康診査 市コミセン ⑧9:30-9:45 ⑮平成 7年 8月一 9月生まれ
⑧13:00-13:30 ⑮平成 8年 7月生まれ(平成 8 ⑮母子健康手帳 ・問診票・歯ブラシ・タオル・コップ

年2月一6月生まれでまだ受けていない人も受診してく

2p 3歳児健康診査 市コミセン ⑧13:00-13:30 12日 ださ川⑮母子健康手帳・問診票・タオル・母子共現

(木)
在使用中の歯ブラシ @⑮は5日と同様

マタニティースクール~明日の親のための学級 (2 ) ~ 略号の説明 ⑧…対象 ⑧…受け付け ⑮…内容

中地区公民館 13:30-16:00 ⑮…持ってくるもの

⑮歯ブラシ(現在使用中のもの) 当番医の診療時間 9:00-18:00 

2
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税
〈

8
期
・
納
期
限
3
月
2
日
)
の
納
期
で
す
。

納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で

-23一

1an.1{十八銀行
大村支庖 西大村支眉
大村市本町397-8 諏訪支庖
8095河 2・3171竹松支庖

I!PPON ANIMATION C口 lID

fあらいぐまラスカル」は+八銀行のマスコットです。

気がつけは、いつ宅を之12
フレッシュな希望を胸に、

はつらつと歩み続けるあなたを

優しく見つめていたい。

気がつけば、いつもそばにいる…

そんな温かい存在であり続けたい。

大切にしたい 心と心



わ
が
ま
ち
自
慢
• 
再
発
見

f

黒
田
五
寸
人
参

ニ
ン
ジ
ン
の
原
産
地
は
、
中

央
ア
ジ
ア
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

黒
田
五
寸
ニ
ン
ジ
ン
は
、
大

村
の
特
産
物
の

1
つ
で
す
が
、

い
わ
れ
の
由
来
は
、
昭
和
叩
年

ご
ろ
か
ら
洋
種
系
を
大
村
地
方

に
導
入
し
栽
培
さ
れ
た
も
の

と
、
在
来
種
長
崎
五
寸
ニ
ン
ジ

ン
と
の
自
然
交
雑
し
た
も
の
の

中
か
ら
黒
田
正
さ
ん
、
吉
田
正

賓
さ
ん
(
故
人
)
な
ど
が
中
心

に
、
紅
芯
で
耐
暑
耐
病
性
に
強

く
、
肥
大
、
尻
、
つ
ま
り
、
色
合

い
の
い
い
も
の
を
選
び
育
成
さ

れ
た
た
め
、
そ
の
人
の
名
前
に

ち
な
ん
で
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
却
年
ご
ろ
か
ら
人
気
が

急
上
昇
し
作
付
け
面
積
も
増
加

し
全
国
的
に
普
及
を
み
ま
し

た
。特

徴
は
、
色
づ
き
が
早
く
て

濃
い
こ
と
、
芯
ま
で
濃
権
色
で

カ
ロ
チ
ン
に
富
む
こ
と
、
肉
づ

き
が
よ
く
、
尻

n

つ
ま
り
で
あ
る

こ
と
、
甘
味
が
多
く
歯
切
れ
が

良
い
こ
と
で
す
。
反
面
割
れ
や

す
い
こ
と
が
欠
点
で
も
あ
り
ま

す
。ニ

ン
ジ
ン
の
赤
色
は
い
っ
た

い
何
の
色
か
ご
存
じ
で

す
か
。
こ
れ
は
ニ
ン
ジ

ン
に
含
ま
れ
る
カ
ロ
チ

ン
の
色
素
で
す
。
カ
ロ

チ
ン
は
、
栄
養
価
値
が

高
く
ビ
タ
ミ
ン
A
の
元

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

色
つ
き
が
最
高
と
い

わ
れ
る
黒
田
五
寸
ニ
ン

ジ
ン
は
、
そ
れ
だ
け
カ

ロ
チ
ン
の
量
も
多
く
、

栄
養
価
値
も
高
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

近
年
は
地
力
の
低
下

に
よ
る
品
質
の
低
下
や

〈
J

シ
リ
ー
ズ
側
f
〉

出
荷
に
忙
し
い
人
参
選
果
場

畑
近
辺
が
住
宅
地
と
な
り
、
有

機
質
肥
料
の
投
入
が
困
難
と
な

っ
た
り
、
農
業
従
事
者
の
高
齢

化、

後
継
者
不
足
、
優
良
農
地

の
宅
地
化
な
ど
が
進
み
、
作
付

け
面
積
が
減
少
し
て
い
る
状
況

で
す
。

平
成
9
年
度
に
お
い
て
は
、

約
3
、
1
5
0
ト
ン
が
作
付
け

さ
れ
、

主
に
近
畿
、
中
国
、
四

国
、
九
州
方
面
に
出
荷
さ
れ
て

い
ま
す
。
食
車
で
は
、
和
風
な

ら
煮
物
、

き
ん
ぴ
ら
、
あ
え
も

の
、
な
ま
す
な
ど
。
洋
風
な
ら

カ
レ
l
、
シ
チ
ュ
ー
、
ク
リ
ー

ム
煮
、
ス
ー
プ
な
ど
の
食
材
と

し
て
用
途
も
広
い
ニ
ン

ジ
ン

は
、
本
市
自
慢
の
特
産
品
の
1

つ
で
す
。

毎
月
1
回
発
行

発
行
所
/
大
村
市
役
所
(
長
崎
県
大
村
市
玖
島
1
丁
目
お
番
地

宮
間
@
4
1
1
1
)

編
集
/
秘
書
広
報
課 ⑩ 包包タ~26

口の中に当てはまる数字を答えてください。

長崎県知事選挙および長崎県議会議員

補欠選挙は、 2月22日(日)に予定されてい

ます。投票時間は午前口時から午後 6時

までとな っています。間違えないで必ず

大正琴

f琴の海会j印
刷
所
/
オ
ム
ロ
プ
リ
ン
ト
側

投票にいきましょう 。

応募要領・問い合わせ

はがきに筈と住所 ・氏名 ・年齢 ・電話番号を書いて、

干856・8686玖島1丁目25番地 市選挙管理委員会事務局へ

応募締切 2月20日(金)当日消印育効

※正解者5人に記念日を贈呈します(正解者多数

の場合は抽選。当選者の発表は発送をもって力、

えさせていただきます)0 12月号の正解 (2)

大正琴は、10本の指で力いっぱい入れて弾きます。

老化防止にはとても良いことです。また、研修旅行・

慰問・発表会など楽しいことがたくさん。

皆さん、すばらしい大正琴を一緒に弾いてみません

か。
場所中地区公民館

日時毎週木曜日(月3回)、午前10時~正午

会 費月 額 3，000円
問い合わせ 田川 (ft③ 28 7 9) 

広
告
代
理
屈
/
附
大
村
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

I ( 

b 

1月1日現在
( )内は前月比

~ 24~ 

女 42，弱4 世帯数 27，995
( +25) (+24) 

39，628 
(+31) 

男82.192 
(+56) 

人口
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